
日南町第２回定例H30年３月２日
日南町告示第７号
　平成30年第２回日南町議会定例会を次のとおり招集する。
　　　平成30年２月26日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日南町長　増　原　　　聡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　招集年月日　　平成30年３月２日
　招集場所　日南町役場庁舎　議場
　　　　───────────────────────────────
○開会日に応招した議員
　　　　　　　山　本　芳　昭君　　　　　　　　　　　坪　倉　勝　幸君
　　　　　　　荒　木　　　博君　　　　　　　　　　　近　藤　仁　志君
　　　　　　　惠比奈　礼　子君　　　　　　　　　　　久　代　安　敏君
　　　　　　　大　西　　　保君　　　　　　　　　　　足　羽　　　覚君
　　　　　　　古　都　勝　人君　　　　　　　　　　　福　田　　　稔君
　　　　　　　村　上　正　広君
　　　　───────────────────────────────
○応招しなかった議員
　　　　　　　な　し
　　　　───────────────────────────────
────────────────────────────────────────
　　　平成30年　第２回（定例）日　南　町　議　会　会　議　録（第１日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年３月２日（金曜日）
────────────────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　議事日程（第１号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年３月２日　午前９時開会
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　町長施政方針説明
日程第４　議案第３号　町道の路線認定について
日程第５　議案第４号　町道の路線変更について
日程第６　議案第５号　鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する協議について
日程第７　議案第６号　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について
日程第８　議案第７号　公の施設に係る指定管理者の指定について（道の駅にちなん日野
川の郷）
日程第９　議案第８号　公の施設に係る指定管理者の指定について（農林漁業体験実習施
設ゆきんこ村）
日程第10　議案第９号　日南町木竹共同加工施設の設置及び管理に関する条例の廃止につ
いて
日程第11　議案第10号　日南町被災者住宅再建支援事業助成条例の一部改正について
日程第12　議案第11号　日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について
日程第13　議案第12号　日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正について
日程第14　議案第13号　日南町職員等の旅費に関する条例の一部改正について
日程第15　議案第14号　日南町職員定数条例の一部改正について
日程第16　議案第15号　日南町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の
制定について
日程第17　議案第16号　日南町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
日程第18　議案第17号　日南町介護保険条例の一部改正について
日程第19　議案第18号　日南町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する条例及び日南町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る条例の一部改正について
日程第20　議案第19号　日南町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について
日程第21　議案第20号　日南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
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日程第22　議案第21号　日南町特別医療費助成条例の一部改正について
日程第23　議案第22号　日南町居宅介護支援事業に関する条例の制定について
日程第24　議案第23号　平成29年度日南町一般会計補正予算（第８号）
日程第25　議案第24号　平成29年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
日程第26　議案第25号　平成29年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
日程第27　議案第26号　平成29年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
日程第28　議案第27号　平成29年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
日程第29　議案第28号　平成29年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
日程第30　議案第29号　平成29年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
日程第31　議案第30号　平成29年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算
（第１号）
日程第32　議案第31号　平成30年度日南町一般会計予算
日程第33　議案第32号　平成30年度日南町国民健康保険特別会計予算
日程第34　議案第33号　平成30年度日南町簡易水道事業特別会計予算
日程第35　議案第34号　平成30年度日南町農業集落排水事業特別会計予算
日程第36　議案第35号　平成30年度日南町介護保険特別会計予算
日程第37　議案第36号　平成30年度日南町介護サービス事業特別会計予算
日程第38　議案第37号　平成30年度日南町後期高齢者医療特別会計予算
日程第39　議案第38号　平成30年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計予算
日程第40　議案第39号　平成30年度日南町病院事業会計予算
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　本日の会議に付した事件
日程第１　会議録署名議員の指名
日程第２　会期の決定
日程第３　町長施政方針説明
日程第４　議案第３号　町道の路線認定について
日程第５　議案第４号　町道の路線変更について
日程第６　議案第５号　鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する協議について
日程第７　議案第６号　日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について
日程第８　議案第７号　公の施設に係る指定管理者の指定について（道の駅にちなん日野
川の郷）
日程第９　議案第８号　公の施設に係る指定管理者の指定について（農林漁業体験実習施
設ゆきんこ村）
日程第10　議案第９号　日南町木竹共同加工施設の設置及び管理に関する条例の廃止につ
いて
日程第11　議案第10号　日南町被災者住宅再建支援事業助成条例の一部改正について
日程第12　議案第11号　日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改
正について
日程第13　議案第12号　日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正について
日程第14　議案第13号　日南町職員等の旅費に関する条例の一部改正について
日程第15　議案第14号　日南町職員定数条例の一部改正について
日程第16　議案第15号　日南町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の
制定について
日程第17　議案第16号　日南町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
日程第18　議案第17号　日南町介護保険条例の一部改正について
日程第19　議案第18号　日南町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する条例及び日南町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す
る条例の一部改正について
日程第20　議案第19号　日南町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について
日程第21　議案第20号　日南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
日程第22　議案第21号　日南町特別医療費助成条例の一部改正について
日程第23　議案第22号　日南町居宅介護支援事業に関する条例の制定について
日程第24　議案第23号　平成29年度日南町一般会計補正予算（第８号）
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日程第25　議案第24号　平成29年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
日程第26　議案第25号　平成29年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
日程第27　議案第26号　平成29年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
日程第28　議案第27号　平成29年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
日程第29　議案第28号　平成29年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
日程第30　議案第29号　平成29年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
日程第31　議案第30号　平成29年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計補正予算
（第１号）
日程第32　議案第31号　平成30年度日南町一般会計予算
日程第33　議案第32号　平成30年度日南町国民健康保険特別会計予算
日程第34　議案第33号　平成30年度日南町簡易水道事業特別会計予算
日程第35　議案第34号　平成30年度日南町農業集落排水事業特別会計予算
日程第36　議案第35号　平成30年度日南町介護保険特別会計予算
日程第37　議案第36号　平成30年度日南町介護サービス事業特別会計予算
日程第38　議案第37号　平成30年度日南町後期高齢者医療特別会計予算
日程第39　議案第38号　平成30年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計予算
日程第40　議案第39号　平成30年度日南町病院事業会計予算
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　出席議員（11名）
　　　　　　２番　山　本　芳　昭君　　　　　　３番　坪　倉　勝　幸君
　　　　　　４番　荒　木　　　博君　　　　　　５番　近　藤　仁　志君
　　　　　　６番　惠比奈　礼　子君　　　　　　７番　久　代　安　敏君
　　　　　　８番　大　西　　　保君　　　　　　９番　足　羽　　　覚君
　　　　　　10番　古　都　勝　人君　　　　　　11番　福　田　　　稔君
　　　　　　12番　村　上　正　広君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠席議員（なし）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　欠　　員（１名）
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　事務局出席職員職氏名
局長（代理）　───　川　上　将　典君　　書記　───────　井　川　夏　実君
　　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　説明のため出席した者の職氏名
町長　───────　増　原　　　聡君　　副町長　──────　中　村　英　明君
教育長　──────　丸　山　　　悟君　　総務課長　─────　高　見　正　司君
企画課長　─────　木　下　順　久君　　教育次長　─────　安　達　才　智君
住民課長　─────　淺　田　雅　史君　　病院事業管理者　──　中　曽　森　政君
農林課長　─────　久　城　隆　敏君　　病院事務部長　───　古　井　　　聡君
建設課長　─────　財　原　　　積君　　福祉保健課長　───　梅　林　千　恵君
保育園長　─────　田　邊　陽　子君　　会計管理者　────　花　倉　幸　江君
農業委員会事務局長　　伊　田　英　寿君
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　　　議長挨拶
○議長（村上　正広君）おはようございます。
　平成３０年第２回定例会を招集いたしましたところ、公私ともお忙しい中、全議員御出
席をいただき、厚くお礼を申し上げます。
　大雪も峠を越え、例年以上に冷え込みが厳しく、水道の凍結、破損等、生活インフラに
支障がたくさん出ました。冬季オリンピックで金メダル４個を含む史上最高の１３個を獲
得した日本人選手の活躍に一喜一憂をしたところであります。
　増原町長におかれましては、２期目に引き続き、無投票での３期目の当選の栄に浴さ
れ、今後４年間、町民目線での町政を担っていただくことになりました。健康には十分御
留意をいただきながら、本町の進むべき指針を示していただきたいと思います。
　また、議会の補欠選挙には立候補者がいないという異常な事態であり、現状の１１名で
の議会活動をする運びとなりました。残された任期、１年２カ月余り、町民の皆様方と一
緒にまちづくりを進めていきたいと思います。
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　今期定例会は平成３０年の指針を決める大切な議会であります。住民の福祉向上につな
がるよう活発な議論を深めていただきたいと思います。
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午前９時２０分開会
○議長（村上　正広君）ただいまの出席は１１名であります。定足数に達していますの
で、直ちに平成３０年第２回日南町議会定例会を開会いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　タブレットの平成３０年第２回定例会フォルダの報告書ファイルをお開きください。地
方自治法第１２１条の規定により、本定例会に出席を求めた者は、１ページの報告書のと
おりであります。
　本町の監査委員から、平成３０年１月２６日付及び平成３０年２月１９日付で、地方自
治法第２３５条の２の規定による例月出納検査の結果について報告がありました。２ペー
ジから１７ページのとおり報告をいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　会議録署名議員の指名
○議長（村上　正広君）日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。
　会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において、４番、荒木博議
員、５番、近藤仁志議員の２名を指名いたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２　会期の決定
○議長（村上　正広君）タブレットの会期日程ファイルをお開きください。日程第２、会
期の決定を議題といたします。
　今期定例会の会期は、さきに議会運営委員会に諮問し答申を得ていますが、その会期
は、本日３月２日から３月２３日までの２２日間であります。
　お諮りいたします。今期定例会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり、本日３月２
日から３月２３日までの２２日間とすることに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、会期は、本日から３月２３日ま
での２２日間に決定をいたしました。
　つきましては、今期定例会の運営について、格別の御協力をお願いをいたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第３　町長施政方針説明
○議長（村上　正広君）タブレット、施政方針ファイルをお開きください。日程第３、平
成３０年日南町施政方針について、増原町長より説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）平成３０年度の日南町施政方針について申し上げます。
　本日ここに平成３０年日南町議会３月定例会が開会され、平成３０年度一般会計予算案
を初めとする提出議案を御審議いただくに当たり、平成３０年度の町政運営に取り組む所
信の一端と主要施策の概要を御説明申し上げます。
　まず初めに、平成２２年３月の町長就任以来、町民の皆様からの御負託に応えるべく、
諸課題の解決に向けて、町民の視点に立った町民主役の町政運営に心がけ、取り組んでま
いりました。今回、多くの議員各位、町民の皆様の御支援を賜り、３期目の町政を担わせ
ていただくことになりました。高段からでありますが、お礼を申し上げます。
　さて、地方分権改革の進展や社会構造の変化による多様化、高度化する町民ニーズに対
して質の高い行政サービスを提供し、日南町は新たなスタートを切ったと町民の皆様に実
感していただけるよう、「主役はあなた、町政は道しるべ」、さらには創造的過疎やコン
パクト・ビレッジ構想を掲げ、次世代を担う若者たちが集い、地域が触れ合い、笑顔のあ
ふれるまちとして発展させていくことが町長である私に課せられた使命であると認識し、
２期８年間を務めさせていただきました。３期目に当たりましては、どなたにも日が当た
り、安心して日南町に住んでいただくことができるようなまちづくりを目指してまいりま
す。
　社会構造と経済情勢でありますが、アベノミクスの推進により、雇用・所得環境の改善
や海外経済の回復が続く中で、我が国の経済は緩やかな回復基調が続いており、輸出や生
産のほか、個人消費や民間設備投資が持ち直すなど民間需要が改善し、経済の好循環が実
現しつつあります。こうした中、政府は、持続的な経済成長の実現に向け、生産性革命と
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人づくり革命を車の両輪とし、少子高齢化という最大の壁に立ち向かうため、新しい経済
政策パッケージを打ち出し、経済成長の果実を生かし、誰もが生きがいを感じ、その能力
を思う存分発揮することができる、一億総活躍社会の着実な実現と経済の好循環の強化を
図ることとしております。本町としても、これらの取り組みが地方経済への好影響をもた
らす追い風となるよう大きな期待をしているところでありますが、年明けの株式の上昇も
現在は踊り場にあり、アベノミクス効果もまだ地方、とりわけ日南町では実感できており
ません。
　平成３０年度の予算編成でありますが、平成３０年度地方財政対策や本町を取り巻くさ
まざまな社会・経済情勢を踏まえて編成いたしました、平成３０年度当初予算案の概要に
ついて申し上げます。
　まず、地方財政の見通しであります。昨年１２月に国が発表いたしました平成３０年度
地方財政対策によりますと、地方一般財源総額は、子ども・子育て支援や地方創生等の重
要な課題に取り組みながら、地方公共団体が安定的な財政運営を行えるよう、平成２９年
度を上回る額が確保されたところであります。その一方で、地方公共団体の重要な財源で
ある地方交付税につきましては、経済回復に伴い、地方税の増収が見込まれるなどの影響
により、前年度と比較して２．０％の減額とされたところであります。歳出面におきまし
ては、公共施設等の老朽化対策を初め、適正管理を推進するための公共施設等適正管理推
進事業のほか、地方が地域の実情に応じた息の長い取り組みを継続的かつ主体的に推進し
ていくための一億総活躍社会の実現や地方創生の推進などについても、重点的な取り組み
が求められているところであります。
　平成３０年度予算編成と予算規模でありますが、本町を取り巻く財政状況を見ますと、
国内景気は緩やかな回復基調が続いているものの、歳入の柱である町税収入の大きな伸び
は期待できず、引き続き地方交付税や国・県支出金などの依存財源に頼った財政運営が見
込まれるところであります。歳入の４割以上を占める地方交付税のうち普通交付税におい
て、国における地方交付税総額の減額の影響に加え、個別算定経費や包括算定経費の減及
び公債費の減により、平成３０年度は前年度と比較して約１億円の大幅な減額が見込まれ
ており、一般財源の確保が極めて厳しい状況であることから、不足する財源につきまして
は財政調整基金からの繰り入れに頼らざるを得ない状況となっております。
　一方、歳出におきましては、暮らしの安心・安全を守るための防災行政無線のデジタル
化やケーブルテレビのＦＴＴＨ化、町民生活に直結する道路や上下水道などのインフラ整
備、少子高齢化の進展に伴う介護や福祉、子育て支援対策などの社会保障経費について、
多額の財政需要が見込まれているところであります。
　このような状況の中、平成３０年度の予算編成に当たりましては、歳入に見合った歳出
予算を編成するという基本姿勢に立ちながら、徹底した経費の見直しとゼロベースからの
積み上げを行い、第５次日南町総合計画に掲げた政策目標の実現に向け、重点化すべき施
策を絞り込むなど、限られた財源を効果的・効率的に配分をした予算を編成したところで
あります。
　このようにして予算を編成した結果、平成３０年度の予算総額は一般会計６４億８００
万円で、前年度と比較しますと３億４，４００万円、５．１％の減となりました。なお、
国民健康保険特別会計など７つの特別会計の予算総額は、前年度予算対比４．７％、１億
２，０００万円の減、病院事業会計予算は２．０％減の１２億４，１００万円となり、全
ての会計の予算総額は４．６％減の１００億７，６００万円となることから、引き続き全
庁挙げて着実な執行に努めてまいりたいと考えております。
　平成３０年度の重点施策でありますが、平成３０年度当初予算におきまして、第５次日
南町総合計画に掲げた重点戦略及び地方創生戦略に基づき御説明申し上げます。
　なお、詳細につきましては予算概要に記載しておりますので、重点的に取り組むことと
いたしました主要施策につきましてのみ触れさせていただくことをお許しください。
　まず、誰もが安心して住むことができるまちであります。
　初めに、重点戦略の（１）として３期目の目標として掲げました、誰もが安心して住む
ことができるまちについてであります。地方創生に掲げられた「まち」につきましては、
未完成なものもありますが、コンパクト・ビレッジ、中心地域整備構想の中で、ホームセ
ンター、コンビニエンスストア、道の駅にちなん日野川の郷など、ある程度の形や成果も
感じているところであります。町民誰もがあまねく日南町に住んでよかったと実感でき、
安心して子供を産み育て、子供たちが健やかに成長できる、そして働き、余生を過ごすと
いう充実した人生を過ごす環境づくりを推進するためには、結婚、妊娠、出産、子育て、
就労、老後、福祉、医療、介護などの各ステージにおきまして、切れ目のない支援が必要
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であります。このため、できる限り多くの方々にその享受の一環として、３期目４年間に
関して、国民健康保険税、介護保険料、水道料、下水道料の据え置き、実質には、消費税
上昇の折には実質的値下げをお約束させていただきます。これは後年度への負担の先送り
ではなく、これまで先達の皆様がため込んでこられました基金等を活用し、未来に禍根を
残さないという覚悟をもって行うものであります。また、保育料の無償化、高校までの医
療費助成、教科書助成等の継続に加え、高校生の通学につきまして、ＪＲ生山駅での購入
を条件に新規の助成を行い、子育て環境のさらなる充実を図ってまいります。
　町民の安全・安心を担う地域医療の拠点となる病院事業におきましては、継続的・安定
的に良質の医療を提供するため、日南病院の医療スタッフの充実、医療機器の計画的な整
備や療養型病床の将来的なあり方について、あらゆる選択肢を視野に入れ検討を進めると
ともに、医療需要を見据えながら病床規模の検討も行ってまいります。さらに、町民の介
護福祉を担っていただいております日南福祉会には、新しく障がい者のグループホーム新
設のために、御利用者様にも御協力をいただき、認知症グループホームの利用施設変更を
お願いいたします。そして、日南福祉会には、人材育成の資金や運営費、経年劣化の施設
の維持などの支援を行い、引き続き町内の介護福祉を担っていただきます。
　４月に町内での障がい福祉サービス事業所をオープンされますＮＰＯ法人には、町内で
障がい者の就業支援事業所のＡ型とＢ型を運営いただき、７月ごろには新しく障がい者の
方々のグループホームを運営していただく予定としております。これにより、障がいのあ
る方が日南町で安心して働き、住んでいただける環境も整備できると考えます。
　また、防災・情報環境の整備では、引き続き防災行政無線のデジタル化を進めるととも
に、開局以来１５年目を迎えたタウンズ・ネットのケーブルテレビ環境も４Ｋ、８Ｋの高
画質化も見据えて、ことしから光化改修事業を行ってまいります。あわせて、携帯電話の
使用のできない地域、いわゆる三大キャリアのいずれも不感地域では、Ｗｉ－Ｆｉ、公衆
無線ＬＡＮによる通話環境の確保のための整備も行います。
　地方創生の主眼である「ひと」定住対策であります。
　次に、重点戦略の２番目として、３期目の目標として掲げました、「ひと＝「定住」」
対策は地方創生の一丁目一番地であり、人口減少に歯どめをかけることであります。町政
を担当させていただいた１期、２期では、いち早く農林業研修制度や空き家バンク制度に
取り組み、地域の御協力もあり、８年間で７００人余りのＵＩＪターンがあり、現在も
４００人以上の方に町内に住んでいただいております。しかし、近年の都市部での好景気
や人手不足、他の自治体での移住者募集もあり、その動きは鈍化しております。若者や子
育て世代などから選ばれる、住みたくなるまちづくりを推進するためには、本町の魅力を
積極的に発信し、移住定住の促進につながる取り組みが必要であります。日南町としまし
ては、地域の仕事やライフスタイルを魅力化して、県版・町版インターンシップを実施
し、ＵＩＪターンの増加に努めます。
　少子化の要因の一つでもある晩婚・未婚化への対策につきましては、独身男女の出会い
の場の創出を図っていくとともに、民間企業との連携による広域的な結婚活動の支援、独
身のお子様をお持ちの親御さんや対象の方へのセミナーなども実施します。さらに、民間
による若者世帯向けの賃貸住宅については、秋を目途に整備するとともに、分譲地の販売
にも力を入れて、中心地への若者子育て世代のニーズに応えてまいります。
　産業振興でありますが、重点戦略の産業振興、地方創生でいう「しごと」であり、農林
業を中心に雇用を創出する企業誘致と起業・創業、既存企業支援等の産業振興の取り組み
についてであります。
　地方創生で成長産業と位置づけている農林業で、農業では引き続き意欲ある農業者支援
や町産米検査助成などの単町事業や県営圃場整備事業を継続するとともに、新たに印賀・
白谷地区でも県営圃場整備を開始します。トマト等、野菜や日南米、ヒメノモチなど、日
南町には多くの誇れる農作物や加工品がありますが、道の駅日野川の郷を活用した地域内
経済循環の仕組みやブランド化による町外販売の促進を引き続き進めます。さらに印賀地
内に農業研修を行いながら、その地域で引き続き農業を継続できる農業ハウスを建設しま
す。また、公社営畜産基地の鳥畜の事業継承として新会社を誘致して、和牛肥育や繁殖に
取り組む予定でございます。
　成長産業と位置づけている林業については、林業成長産業化モデル事業を活用し、高性
能機械導入や企業進出の推進、来春開校予定の林業研修施設の研修生募集等による雇用や
生産の拡大を図ります。あわせて、町独自の、同じく活力ある元気な産業づくりを推進
し、雇用の場の創出を図るためには、企業誘致に加え、新たな起業・創業や既存企業など
を支援する取り組みが必要であります。地域に根差した農林業関係の企業誘致につきまし
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ては、今後も立地に向けた企業への訪問活動や県の企業誘致関連部署との連携強化による
企業情報の収集、庁内組織体制の強化を図るとともに、私自身も積極的にトップセールス
を行いながら誘致活動を展開してまいります。
　起業・創業、経営改善につきましては、日南町商工会等との連携のもと、起業家人材の
育成に努めてきたところでありますが、さらなる人材の掘り起こしが必要であると考えて
おります。このため、起業・創業に係る情報発信の強化のほか、創業希望者へのアドバイ
スやセミナーの開催などにおいて関係機関との連携を深めるとともに、本町と連携協力協
定を結ぶ鳥取大学等学術機関との連携を生かしながら、本町の新たな産業を支える人づく
り、雇用の場づくりに努めてまいります。
　日南町に突きつけられた現実を直視してであります。
　今現在の日南町が置かれている現状についてであります。地方創生が提起されるきっか
けになった消滅可能性自治体という言葉があり、無論、日南町もその一つでありました。
当時のその言葉のもととなった研究所の２０４０年の日南町の推計人口は２，５７３人と
いうものであり、地方創生の総合戦略では日南町独自の重点戦略の人口推計は３，４２７
人を目標に掲げております。この消滅可能性自治体という根拠は、３０代女性が地域から
減少するということが最も大きな根拠でありました。しかし、平成１２年から平成２７年
までの連続で３０代女性がふえているのは、鳥取県内では日南町と琴浦町だけという、も
う一町だけという喜ばしい結果が出ております。しかし、絶対数の３０代の女性について
は、非常に県下の平均よりも少ないという実態があります。また、前述のように、４００
人以上の方がこの８年間で移住定住をしていただいております。
　しかし、２０２０年からの日南町の人口は、総合戦略の目標ばかりか消滅可能性自治体
の推計を下回り、このままの推移を続ければ、２０４０年には２，０８９人という数字が
浮かび上がります。これは最後のページの表に掲げております。人口の半分以上が６５歳
を迎えた今の日南町でありますが、確実に１０年後には７５歳以上が、２０年後には８５
歳以上が町民の半分を占めるという現実、さらに少子化の中で、ほとんどの若者が都会へ
出ていき、残った方の全てが福祉や介護のお仕事につくというわけにもなりません。この
冷徹な現実に対して、私たちは手をこまねいて高みの見物をする余地など全くありませ
ん。今すぐにでも人口対策でできることをやり始める実行力や行動が、全ての町民を含め
て必要だと考えております。
　既に始められていることでもありますが、町民の皆様全てに訴えてまいります。高齢者
の皆様にはぜひ御長寿で、みずからの体調管理、コミュニティー維持のため、百歳体操等
を例にしたグループへの参加をお願いいたします。また、未婚の方々には、ハラスメント
というふうなことにもなるかもしれませんが、結婚という問題に一度目を向けていただき
たいと思っております。移住定住に関しては、若者や子育て世代などから選ばれる、住み
たくなるまちづくりを推進するためには、本町の魅力を精力的に情報発信し、移住定住の
促進につながる取り組みが必要であります。若者や子育て世代の交流人口を増加させ、本
町の魅力につながるよう、気軽に集える施設のあり方や楽しみ、輪を広げることができる
交流のあり方について、若者の参画を得ながら検討してまいりたいと思っております。
　また、お試し住宅の利用や移住体験ツアーなどのほか、観光協会事業も充実させ、本町
での暮らしや地域住民との交流、インターンシップ等を直接体験し、魅力に触れていただ
く機会も創出してまいります。
　今、中央において、来るべき高齢化社会をにらんで、外国人の方々の雇用について、規
制の緩和や特区が検討されています。現在の日南町でも１０数人の外国人の方に就労して
いただいておりますが、介護医療の担い手ばかりではなく、働き手不足が全ての産業につ
いて叫ばれています。そこで、いち早く中山間地域でのあるべき外国人就労について調査
研究をしたいと存じます。これは、鳥取県や商工会、町内事業所などにも御協力をいただ
き、パイロット、試験的な事業として取り組み、日南町、ひいては鳥取県、未来の日本の
モデル事業となるように実施したいと考えております。
　これらの事業に取り組むには人材の活用も必要であります。地方創生担当への民間人材
の登用や島根県中山間地域研究センターで勤務経験のある林業コーディネーターなどを活
用し、職員や住民、関係機関と、さらなる本町への愛着や誇りの醸成を図ってまいりま
す。
　「むすびに」でありますが、日南町が誕生して来年で６０周年を迎えるわけであります
が、本町を取り巻くさまざまな環境は、誕生時には予測できなかったスピードで目まぐる
しく変化してまいりました。このような社会情勢の変化とともに本町も大きな転換期を迎
え、日南町のあり方も大きく変わろうとしております。このような中、将来にわたり日南
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町の活力をどのように高め、発展させていくのか、今まさに自治体運営の力、日南町の底
力が試されております。そのためにも、これまで以上にあらゆる施策を総動員して、スピ
ード感を持って効果的かつ強力に実行していかなければなりません。日南町では県下の
４０％余りの県産材を産出しておりますが、これらの木は二代、三代前の先人が背中に苗
木を背負い、急峻な斜面を上り、孫子のためにと植林をされたものです。私たちは今こそ
その先人に倣い、この苦境に日南町の未来への苗木を植えなければなりません。
　私は皆様とともに、本町の未来をしっかりと見据えながら着実に歩みを進めるととも
に、将来に向けた礎をしっかりと築き、住み続けたい、住みたいと思うまちとして日南町
を次の世代に引き継いでまいりたいと考えております。今後におきましても、さまざまな
困難にも真正面から立ち向かい、全身全霊をもってみずからの責任を果たしていく覚悟で
あります。
　重ねて、町民の皆様並びに議会各位におかれましては、町政運営に対する格段の御理解
と御協力、御支援を賜り、ともに歩んでいただきますようにお願い申し上げ、施政方針と
させていただきます。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第４　議案第３号　及び　日程第５　議案第４号
○議長（村上　正広君）タブレットの議案書ファイルをお開きください。１ページから、
日程第４、議案第３号、町道の路線認定について、日程第５、議案第４号、町道の路線変
更について、以上、町道の路線関係２議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　何番目、ちょっと待ってください、今、町長のほうはファイルが出てないようです。済
みません。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）済みません、まだ利用になれておりませんで申しわけございませ
ん。時間かかりました。
　議案第３号、町道の路線認定について。次のとおり、町道の路線を認定することについ
て、道路法第８条第２項の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　内容といたしまして、認定する路線といたして、路線番号３２３６番、路線名が生山定
住団地１号線、起点が日南町生山字仲河原１６０－５６、終点が日南町生山同
１６０－６１であります。続きまして、路線番号３２３７、生山定住団地２号線でありま
す。起点が日南町生山字駅前通６７０－６、終点が日南町生山字仲河原１６０－２であり
ます。延長といたしまして、１号線が４５メーター、２号線が８２メーター、幅員が１号
線が５メーター、車道の幅員が６メーターであります。２号線につきましては６メーター
で、車道の幅員が７メーターであります。
　続きまして、議案第４号、町道の路線変更についてであります。
　内容については同じでありますが、内容につきましては、変更する路線が３０６２、矢
戸保育園線であります。起点が矢戸の字名土家ノ前１２０４－１、終点が矢戸の字家ノ前
１２０６－１であります。これを、路線番号３０６２、矢戸保育園線、起点を矢戸の名土
家ノ前１２０１－２から、終点を同じく１２０６－１に変えるものでございます。失礼い
たしました。
○議長（村上　正広君）これより各案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。以上で、両方ないですね。
　これより討論、採決を行います。
　討論、採決は議案ごとにこれを行います。
　日程第４、議案第３号、町道の路線認定についての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
　これより採決を行います。
　議案第３号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　日程第５、議案第４号、町道の路線変更についての討論を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔討論なし〕
○議長（村上　正広君）討論を終結いたします。
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　これより採決を行います。
　議案第４号は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決され
ました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第６　議案第５号
○議長（村上　正広君）タブレット６ページ、日程第６、議案第５号、鳥取県行政不服審
査会共同設置規約の変更に関する協議についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第５号、鳥取県行政不服審査会共同設置規約の変更に関する
協議についてであります。次のとおり、鳥取県行政不服審査会共同設置規約の一部を変更
することに関し協議することについて、地方自治法第２５２条の７第３項において準用す
る同法第２５２条の２の２第３項の規定により、本議会の議決を求めるものでございま
す。
　概要といたしましては、鳥取県及び県内市町村等とで共同で設置する鳥取県行政不服審
査会について、構成団体である八頭環境施設組合が解散により脱退することから、規約の
一部を変更することに関して協議をするものでございます。
　内容といたしましては、関係市町村等から八頭の環境施設組合を削るものであります。
これは施設の廃止に伴うという理由であります。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第５号は、審議の都合により、本
日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第５号は、質疑までにとど
めることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第７　議案第６号
○議長（村上　正広君）タブレット７ページから、日程第７、議案第６号、日南町過疎地
域自立促進計画の一部変更についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第６号、日南町過疎地域自立促進計画の一部変更について。
次のとおり、日南町過疎地域自立促進計画の一部を変更することについて、過疎地域自立
促進特別措置法第６条第７項において準用する同条第１項の規定により、本議会の議決を
求めるものでございます。
　概要といたしましては、日南町過疎地域自立促進計画、計画期間が平成２８年４月１日
から平成３３年３月３１日の間で、過疎債の財政支援を受けて実施する事業名と事業内容
の一部を変更するものでございます。
　内容といたしましては、まず第１、産業の振興でございますが、林業成長産業化モデル
事業、本文の変更と、メニューの追加につきましてはハードを追加するものでございま
す。
　次に、観光ウエブサイト制作委託事業であります。これはメニューの追加で、ソフトを
追加するものでございます。
　続きまして、古民家活用体験事業、これにつきましてもソフトを追加するものでござい
ます。
　そして、小規模事業者経営改善資金利子補給制度、これにつきましてもメニューを追加
するものでございます。
　３番目の生活環境の整備でありますけども、定住促進団地住宅建設助成事業の追加を行
うものでありまして、本文の変更で、ソフトを追加するものでございます。
　４番目に、高齢者等の保健福祉の向上及び増進でありますが、在宅育児世帯支援事業と
いたしまして、本文の変更とメニューの追加を行うものでございます。
　６番に、教育の振興として高等学校等教科書助成事業でありまして、本文の変更とメニ
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ューとしてはソフトを追加するものでございます。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第６号は、審議の都合により、本
日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第６号は、質疑までにとど
めることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第８　議案第７号　及び　日程第９　議案第８号
○議長（村上　正広君）タブレット７９ページから、日程第８、議案第７号、公の施設に
係る指定管理者の指定について（道の駅にちなん日野川の郷）、日程第９、議案第８号、
公の施設に係る指定管理者の指定について（農林漁業体験実習施設ゆきんこ村）、以上、
公の施設に係る指定管理者の指定関係２議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第７号、公の施設に係る指定管理者の指定について（道の駅
にちなん日野川の郷）についてであります。次のとおり、公の施設に係る指定管理者を指
定することについて、地方自治法第２４４条の２第３項の規定により、本議会の議決を求
めるものでございます。
　内容といたしましては、公の施設に係る指定管理者の指定でありまして、指定管理者の
氏名といたしまして、住所、香川県坂出市西大浜北２丁目１の１１、氏名が株式会社サク
セス、代表取締役の和泉享であります。指定管理に係る施設の名称及び所在であります
が、道の駅にちなん日野川の郷、日南町生山３８６番地であります。指定に係る期間であ
りますが、平成３０年４月１日から平成３５年３月３１日まででございます。管理業務の
範囲といたしましては、１、道の駅にちなん日野川の郷の利用に関する業務、２、施設及
び設備の維持管理に関する業務、３、施設の運営に関する業務のうち町長が必要と認める
業務であります。利用料に関する事項でありますが、道の駅にちなん日野川の郷の設置及
び管理に関する条例第１８条第３項の規定に基づき、利用料金を指定管理者の収入として
収受させるものであります。
　続きまして、議案第８号、公の施設に係る指定管理者の指定について（農林漁業体験実
習施設ゆきんこ村）についてであります。同じく、次のとおり、指定管理者を指定するこ
とといたします。
　内容といたしましては、公の施設に関する指定管理者の指定でありますが、指定管理者
の名称といたしまして、住所が鳥取県西伯郡南部町寺内６０４番地の１、氏名が株式会社
創環、代表取締役、北村道明でございます。指定管理に関する施設の名称及び所在は、農
林漁業体験実習施設ゆきんこ村、日南町下阿毘縁４７８番地であります。管理に関する期
間は平成３０年４月１日から平成３５年３月３１日までといたします。管理業務の範囲
は、ゆきんこ村の利用に関する業務、２番目に施設及び設備の維持管理に関する業務、３
番目に施設の運営に関する業務のうち町長が必要と認める業務であります。利用料に関す
る事項は、日南町ゆきんこ村の設置及び管理に関する条例第８条の規定に基づき、利用料
金を指定管理者の収入として収受させるものでございます。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより各案に対する質疑を許します。
　まず、議案第７号の質疑を許します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）今回、指定管理に提案された道の駅ですよね。まずこれの
審査、本日提案されるに当たっての審査過程ですね、それを示してほしいということと、
さきに中心地等の委員会でも説明があったわけですけども、お示しをしていただきたい
し、それと、レストランについては外してあるわけですけども、それの、Ｍ・Ａサービス
が２年間されてきて、今回新たなサクセスの提案になっているわけですけども、そのレス
トランについて、どういう考え方なのかということを教えてください。
　それともう一つ、いずれも、２件とも５年間という計画になってます。５年間という
と、ある意味、非常に長いとも思いますが、そういうスパンを持たれた考え方についても
示していただきたいというふうに思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
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○企画課長（木下　順久君）失礼いたします。まず、第１点目の審査過程でございます。
審査に当たりましては、当初３社の応募があったわけでございますけども、プレゼンテー
ションを行っていただいて審査を行うという方式を選択しております。審査会につきまし
ては、従来、役場の中でのいわゆる指名審査会と同等の、各課長級の職員で構成をするも
のを準じて審査会をしておりますけども、今回に関しては、いわゆる経営的なところ、そ
れらを審査するある程度の知見も必要であろうということから、外部委員、具体的には中
小企業診断士さんであるとか、また出荷者協議会の会長様にも入っていただいたりして、
外部の委員さんも含めての総括的な審査を行ったところでございます。その結果、今回の
ような形の審査結果となりました。
　それから、２点目のレストランの運営につきましてでございますが、こちらにつきまし
ても、いわゆる今現状での事業委託を運営されてる会社様が４月からの指定管理事業者に
選定をされませんでしたので、レストラン運営をどうされるかということで、こちらから
も問いかけをしておりました。２月に入りましてから、現受託事業者様のほうが４月以
降、運営をしない、撤退をするという結論を出されて、こちらに報告がございました。そ
れを受けまして、４月以降、新たに指定管理を受けて運営をしていただく、本日提案させ
ていただきますサクセス様のほうと協議をして、現在、サクセス様のほうで４月以降、継
続してレストラン運営を続けていただくという方向で協議を進めておるとこでございま
す。
　そして、５年間ということでございますけども、当初、この指定管理の応募に当たって
は、期間をある程度幅を持たせて募集をしておりました。その中で３年を希望される事業
者、それと５年を希望される事業者様、それぞれいらっしゃいました。今回サクセス様に
ついては５年を希望されておられたということで、そちらのほうの意向を酌んで５年とい
うふうな形での指定管理にさせていただきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）タブレットのページでいいますと９１ページになるんでし
ょうか、にちなん日野川の郷指定管理料試算というところでございますが、今まで聞いて
おったのは、１，０００万円プラス出荷者協議会の割合１５％というところで聞いており
ました。その前のページにございます、サクセスのほうからの収支計画書というものがご
ざいますが、その下段に営業外利益ということで、右の端に町委託料ということが書いて
あります。年度ごとに記載があるのですが、売り上げが上がってくると町の委託料はゼロ
になるというふうに記載をしてございます。当初聞いておったのは、売り上げが上がれば
町の委託料も増額して、経営努力に報いたいというような説明を受けておったわけです
が、この計画書についての説明をしていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）収支計画書についてでございます。ごらんいただいたとお
り、営業外収益、いわゆる町委託料の部分につきましては、３０年度、それから３１年度
以降、徐々に委託料が減っていくような計画を立てていらっしゃいます。当然、委託料の
考え方につきましては、こちらのほうから、町のほうからお示しをして、その考え方で収
支計画を立てていただくようなお願いをしております。その中で、あえて審査会の中でも
この数字につきまして質問もさせていただいたところですけども、サクセス様としまして
は、町の委託料、こういうものを当てにしないような運営形態を目指すということで御返
答いただいております。これから実施をされる中で、どういう経営状況になるかはわかり
ませんけども、お気持ちとしてはそういう意気込みを持って展開をしていきたいというふ
うに考えていらっしゃるというふうに理解をしております。
　それとあわせまして、先ほどレストランの御質問の中で答弁を漏らしておりましたけど
も、従業員様につきましても、直売所も含めて、町の意向としましても現職員さんを引き
続き雇用していただくというふうな希望をしております。既に面接等も実施をされ、その
方向で今準備を進めていらっしゃいます。指定管理の議決をいただいた暁には、恐らく内
定通知等、今後、人事の作業にも進めていただけるというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）それでは、確認をとりたいと思いますけれども、町の方針
とすれば売り上げに乗じてということでしたけれども、最終的には、受けていただいたサ
クセスのほうの意向に沿って委託料を支払っていく、必要でないと言われれば支出をしな
いということで確認をさせていただいてよろしいですか。わかりました。
○議長（村上　正広君）答弁はいいですか。
○議員（２番　山本　芳昭君）確認、答えを下さい。

ページ(11)



日南町第２回定例H30年３月２日
○議長（村上　正広君）答弁。
○議員（２番　山本　芳昭君）町長、うなずいておられましたけど。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）委託料につきましては条件をお示ししておるわけでございま
すけども、受託事業者様の意向がそうであれば、協議の上で、また方針を決めさせていた
だきたいというふうに思います。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）添付いただいておる資料の管理区域は、そうすると、先ほ
どの同僚議員の質問でいうと、レストランも管理区域に入るというふうに認識してよろし
いか、これが１点でございます。
　それともう一つは、今回受けられるこのサクセスさん、本業はどういう仕事をしておら
れる会社なのかを教えていただきたい。
　それともう１点は、しんしあさんが解散されるという情報があるわけですけども、周辺
管理、今やっておられるのは今度はどなたがやられるのか、この３点をとりあえずお聞き
いたします。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）まず、御質問の１点目、管理区域でございます。今回この図
面でつけておりますのは、いわゆる指定管理の管理区域ということで、これにつきまして
はレストランは含まれておりません。レストランにつきましては、あくまでも使用貸借契
約に基づくテナント営業ということですので、これは別に４月１日付で新たな運営をされ
るところと契約をさせていただくつもりでございます。
　それから、こちらの新しい受託事業者様の本業はということでございますけども、若干
会社の概要も含めて説明をさせていただきたいと思います。
　サクセス様ですけども、平成３年に会社を設立されております。資本金は７，０００万
円、年商ですけども、直近の２７期の決算ベースで２７億８，４００万円の年商規模でご
ざいます。事業の職種でございますけれども、定款のほうにも幅広く業務を行っていらっ
しゃる記載もございますし、実際の事業展開につきましても、基本的なところで、ドコモ
の携帯ショップを四国各県内で幅広く展開をされております。それから、電気通信工事を
初めとした建築設備関係の工事資格もお持ちで、展開をされております。また、セキュリ
ティーシステムであるとか火災報知機、防犯カメラ等、いわゆるセキュリティー関係の事
業の工事を実施をされております。また、近年新たな展開として、アプリ開発ですね。ス
マートフォン等で使えるアプリケーションソフトの開発でありますとか、情報出版業とし
ましては、四国圏域でのフリーペーパー、道の駅のフリーペーパーの印刷・制作業務あた
りもやっていらっしゃいます。それから不動産管理業でありますとか、そういった部分で
幅広く事業展開をされていらっしゃり、今回、道の駅の情報発信等もやっていらっしゃる
関係で、道の駅の運営等にも興味を持たれて、今回応募していただけたものというふうに
思っております。
　そして、しんしあさんの今後の清掃業務の展開ということでございますけども、先ほど
レストランの御質問が出ましたけども、現在の事業委託業者様においては、レストランと
あわせてしんしあの日南事業所についても廃止をされるというふうに伺っております。そ
れを受けまして、町のほうでは福祉保健課とも連携をしまして、新たに４月に設立される
新しい法人様のほうで、いわゆるＡ型事業所を設置をされる中で、こちらの清掃業務につ
いてもあわせて受託をしていただければというふうな形で今、作業を進めておるところで
す。
○議長（村上　正広君）周辺環境についてですけど、周辺環境は。もう一遍……（発言す
る者あり）
　１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）いま一度確認いたしますけども、そうすると今回おいでい
ただくサクセスさんは、具体的には販売業務ですね、道の駅の販売業務の経験はないいう
ことでよろしいでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）道の駅の運営は経験はないということで確認をしておりま
す。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）先ほどレストランについては現在のところは撤退されると
いうことで、このサクセスさんがされるということで、私もちょっと契約とか補助の関係
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とかいろいろややこしかったかもわかりませんけど、道の駅の運営とレストランの運営と
は一緒にはできないんでしょうか、管理上、そういったことはできないんでしょうか。そ
ういうのはシンプルでしたほうがというのは、こちらの、例えば前にも言いました、電気
代がこうだったとかありますけど、今度は一緒に管理、計算したりしますわね。それか
ら、実際にパンフレット出したりとかいろいろするときに、レストランのことはここで割
れるということできないと思うんで、シンプルに道の駅の運営トータルをまとめてはどう
でしょうかという意見ですけども。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）施設全体を一本化したらという御提案だというふうに思ってお
りますけれども、基本的にはその方向を将来的には考えたいというふうに思っております
が、今回の場合は、設立当初が、御案内のようにトマト加工だとかレストランだとか、３
つのセクション、大きく分けてですが、そういう形で立ち上げた経過もありまして、今回
の募集に当たっては直売所のみを主体的にしたところであります。今後こういう、どうい
いましょうか、既存の事業者が横並びの中で動きをされるということが一般的になろうか
というふうに理解しますので、次回の、５年後になりますけれども、その関係につきまし
ては、一体的な募集の中で進めていきたいというふうには、現時点では考えております。
以上です。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）もう契約が５年先までになってしまってたらどうなるのか
わかりませんけど、そこで、やはりちょっと柔軟に考えて、要するに計画はわかりまし
た、最初の委託費から、ずっと経営がよくなっていきますね、５年先。でも、今からレス
トランというとこも一緒に早く、もともとは先手のときは別々だったんですけども、そこ
をお互いに話し合っていただいて、やっぱりシンプルな運営したほうがいいんじゃないか
なと。後々、我々もこれから、中心地域でどうだった、道の駅の運営はどうだった、聞き
ますけど、レストランだけはシークレットになっておって、わからないと。せっかくだっ
たら一つの運営ということで、トマト加工は別としていいと思うんですけど、いかがでし
ょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）２年経過しまして、実態的に見ても、道の駅の直売所とレスト
ランというところは、運営、経営上も含めて密接な関係があるというふうに理解しており
ますので、議員のおっしゃられるようなシンプルという形、まさしくそのとおりだろうと
いうふうに思っておりますので、次回からは、既存のこれから受けていただく業者と連携
をとりながら、次回に向けてしたいというふうに思っておりますし、相談をしていきたい
というふうに思っております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）今の議論に関連しますと、５年先まで待たなくても、直ち
に見直しをすべきだと思います。まだ丸々２８日あるわけですから、その辺の協議は検討
していただきたいと思います。
　第８号もいいですか、議長。８号の質疑もいいですか。
○議長（村上　正広君）今は７号です、７号だけ。いいですか。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）はい。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今ちょうど、御承知のとおり、Ｍ・Ａのほうが購入してる器材等
もありますので、それらのものが整理できてからは、ある程度話ができるというふうに思
いますので、多分実際には新しい事業者さんのほうも、人とかなんかも交換をしたり、い
ろいろ入れかえないといけないような人事になってくると思いますので、そのような方向
で論議をしていきたいというふうに思います。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、議案第８号の質疑を許します。
　３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）ゆきんこ村の指定管理について、応募された企業の状況、
審査の状況について説明をお願いします。
　それと、２８年度のゆきんこ村の経営収支は赤字の決算をされておりました。２９年、
まだ年度末にならないわけですけども、経営の状況はどうでしょうか。新たな計画も、
８００万の町の委託料を想定をされた収支計画が出されておりますけども、２８年度は赤
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字の決算でした。２９年度どうなのか。３０年度以降、本当に企業の収益が確保される経
営が見込まれるかどうなのか、実態のところをお願いします。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、指定管理のほうには１社だけの応募でございました。
問い合わせは２件ございましたけども、最終的に応募がありましたのは１社だけという状
況です。
　現在の経営状況でありますけども、２８年度につきましては、さきに御報告させていた
だいておりますとおり、赤字でございます。２９年度の見込みにつきましては、やはり若
干赤字の状況ではありますけども、ただ、黒字に向けて変調の兆しは見えております。と
いいますのが、新たに葬祭センターを、この指定管理の施設ではございませんけども、経
営をなさるように、いわゆるゆきんこ村との連携のもとの経営という形で、さらに、そう
いったような葬儀だけでなくて、いわゆる地元の皆さん、法要とか、やはりそういったよ
うなことにもお使いいただいて、声もかけていただいておるというようなことを言ってお
られまして、そういったようなところでの、いわゆる仕出し等の収益増が見込まれるとい
うことであります。したがいまして、まだ２９年度で直ちにということではありませんけ
れども、将来的に向けましては、いわゆる黒字に向かって努力をしていきたいということ
でお話を聞いております。
○議長（村上　正広君）５番、近藤仁志議員。
○議員（５番　近藤　仁志君）このデータの作成及び公表ということで、御意見とか御希
望などの商品を改良したり反映させたりというような文言で書いてありますけど、今まで
この創環さんがゆきんこ村を運営された上での、そういったデータとかを蓄積されて町の
ほうに報告されたというような実績はあるわけですか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）一応、先般の審査会の中では、そういったようなお話をいた
だいております。
○議長（村上　正広君）５番、近藤仁志議員。
○議員（５番　近藤　仁志君）道の駅のほうでも、こういったお客様のアンケートをとっ
て、御要望を反映するという項目が業者の意向として書いてありました。また、このたび
創環さんのほうでもそういった形での記述があって、今後の経営方針として役立てていく
という方針が書いてあるわけですけど、何のために日南町に来られたのか、日南町に対し
てどういう満足度を持っておられたか、そういったことを、やはりこういったデータを共
有することで、町が管理料を払うのとあわせまして、こういったデータを町のほうが収集
して、それを今後のまちづくりに役立てていくというような方向性と捉えていいわけでし
ょうか。そういったお互いの情報の共有ということは今後考えておられるわけですか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、ヒアリングの中では、そういったような利用者の皆様
の声に応えるような形の運営を行っていきたいというふうにはおっしゃっていただいてお
ります。ただ、町側のほうから要請をさせていただきましたのは、以前の指定管理の方が
営業なさっておられるときと比べまして、いわゆる宿泊人数が大きく落ち込んでおりま
す。そのあたりにつきまして、もう一度以前のような、いわゆる宿泊増にも努めていって
いただきたいということにつきましては指摘をさせていただきました。具体的に言います
と、夏季のいわゆる学生向けの合宿でありますとか、あるいは、このたび県のほうが星取
県ということで、いわゆるそういったような取り組みをなさいます。阿毘縁のほう、非常
にきれいな星が見えますので、そういったような形での誘客に努めていただきたいという
注文は出させていただきました。
○議長（村上　正広君）５番、近藤仁志議員。
○議員（５番　近藤　仁志君）町長のほうも施政方針のほうでもありましたけど、やはり
観光のほうにも十分、今後日南町は力を入れていくという方針を持っておられるようであ
ります。そういった中において、こういった情報を日南町が持って、今後の観光行政など
にも大いに役立てていただきたいと思いますので、やはりそういった面では、委託料を出
して、経営改善のためにも一役担っているわけですけど、そういった情報を日南町のほう
で運用するいうかな、共有して、なぜ日南町に、どういった目的で来られたのか、また、
日南町のどういうところがちょっと不備があったとか、特に悪かった点など、少数になろ
うとは思いますけど、そういった情報を十分、町のほうでも把握される努力をぜひされ
て、要するに交流人口の増加、また顧客満足度の向上に役立てていただきたいと思いま
す。どうでしょう。
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○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）古民家の活用の中で、実はあそこに泊まられた方がおられまし
て、非常にびっくりされました、いい施設だなと。こういう施設があることを知らなかっ
たというふうに言っておられまして、日南邑に比べると若干、今先ほど久城課長が言いま
したように、宿泊等のＰＲが足らないというふうに思っておりますので、そういうＰＲも
含めて町もさせていただきますけども、やはりさっきから言われるように、例えばアンケ
ートというふうなものも施設のほうでも用意していただいて、いろんなことを生かしてい
ただければというふうに思っておりますので、そういう指導をしたいというふうに思って
おります。
○議長（村上　正広君）５番、近藤仁志議員。
○議員（５番　近藤　仁志君）施設の運営者がそういったアンケートをとられるのは、経
営改善上、必要だと思いますけど、そのアンケートにまた日南町も付随して、お互いが持
ちつ持たれつの関係のアンケートという形で活用する方向は考えておられないのか、お伺
いします。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）町の観光施策につなげるための、いわゆる利用者の皆様の声
ということですので、こちらのほうは観光協会の範疇になってまいると思います。町内の
各施設と連携を強化するためにも、そういったことも含めて今後検討してまいりたいと思
います。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）この前の審査会に私も同席しておりましたけども、今後の、
久城課長も言いましたけども、宿泊あたりを伸ばすためにどうすればどうすればいいかと
いうところで、過去のケースも踏まえながら、例えばゆきんこ村のほうで割引とか、そう
いう団体に対してですね、そういうものを、そういう考えがあれば、こちらのほうからで
も、過去のいろんな今までの、どういうようなお客さん来られたかというような情報も共
有しながら、ぜひ集客に努めますよという話もしておりますので、それについて、御指摘
のあったことも引き続き続けてまいりたいというぐあいに思います。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）ゆきんこ村の施設、かなり老朽化、いろいろしてきており
ますが、創環のほうから要望として、ログハウスの水圧が低い、研修棟の壁のクロスの張
りかえ、厨房内の冷房機器の設置、この３つを要望したいと、お願いをしたいという申し
出があっておりますけども、これを含めて契約をされたということなのか、この扱いにつ
いてはどのように考えておられますか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、次年度につきましては、中でも一番重要課題といいま
すか、というふうに認識しております厨房の冷房につきましてはかえさせていただくとい
う形で、新年度予算のほうに予算計上させていただいております。あとの件につきまして
は、まだいろいろ予算を策定する中でちょっと落ちておりますけども、状況を見ながら、
また状況によっては補正予算等々で御相談させていただきたいというふうに思います。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第７号及び議案第８号は、審議の
都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第７号及び議案第８号は、
質疑までにとどめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１０　議案第９号
○議長（村上　正広君）タブレット１０２ページ、日程第１０、議案第９号、日南町木竹
共同加工施設の設置及び管理に関する条例の廃止についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第９号、日南町木竹共同加工施設の設置及び管理に関する条
例の廃止について。次のとおり、日南町木竹共同加工施設の設置及び管理に関する条例を
廃止することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求めるも
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のでございます。
　内容といたしましては、既に御承知のことと思いますが、日南町木竹共同加工施設を売
却したために、この施設の設置及び管理に関する条例を廃止するものでございます。施行
期日といたしましては、公布の日からとさせていただきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第９号は、審議の都合により、本
日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第９号は、質疑までにとど
めることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１１　議案第１０号
○議長（村上　正広君）タブレット１０３ページから、日程第１１、議案第１０号、日南
町被災者住宅再建支援事業助成条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１０号、日南町被災者住宅再建支援事業助成条例の一部改
正について。次のとおり、この条例の一部を改正することについて、地方自治法第９６条
第１項の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、平成２８年１０月２１日に発生しました鳥取県中部地震による
県内での被害を鑑み、被災者の住宅の再建等に要する支援を拡充するものでございます。
これは、鳥取県被災者住宅再建支援条例の改正に伴うものでございます。
　内容といたしましては、１番目には、指定自然災害、被災者生活再建支援法及び県の規
定に基づくものにより、半壊や一部損壊の被害を受けた居宅の補修や、新たな住宅の建設
または購入に関する費用を支援するものでございます。２番目には、小規模な損壊の居宅
の改修を促進するものでございます。３番目には、支援の対象となる事業について、居宅
にかわる住宅の建設または購入、居宅の補修及び小規模な損壊の居宅の補修の促進に係る
ものの対象者に、賃貸住宅の所有者を追加するものでございます。４番目として、その他
所要の規定の整備を行うものでございます。施行期日は、この条例は公布の日から施行し
たいというふうに思っております。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１０号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１０号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１２　議案第１１号　から　日程第１５　議案第１４号
○議長（村上　正広君）タブレットの１０９ページから、日程第１２、議案第１１号、日
南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について、日程第１３、
議案第１２号、日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正
について、日程第１４、議案第１３号、日南町職員等の旅費に関する条例の一部改正につ
いて、日程第１５、議案第１４号、日南町職員定数条例の一部改正について、以上、条例
の一部改正関係４議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１１号、日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部改正について。次のとおり、日南町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部を改正することにつきまして、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしまして、平成２９年人事院勧告に基づき、日南町議会議員の議員報酬及び
費用弁償に関する条例の一部を改正するものであります。あわせて、宿泊旅費の支給額を
改正するものであります。
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　内容といたしましては、期末手当の支給月数を３．２５月から３．３０月に引き上げる
ものであります。また、宿泊料を県内のときには１万１，８００円に、県外のときには１
万３，１００円に引き上げるものでございます。なお、この旅費規定でありますけども、
施行日以後に出発する旅行から適用し、年度をまたぐ場合は、改正前の金額とするもので
あります。施行期日は、平成３０年４月１日を予定しております。
　続きまして、議案第１２号、日南町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
条例の一部改正についてであります。この条例の一部を改正することについて、地方自治
法第９６条第１項の規定により、本議会の議決を求めるものであります。
　概要といたしましては、平成２９年人事院勧告に基づき、日南町特別職の職員で常勤の
ものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正するものであります。また、あわせて宿泊
旅費の支給額を改正するものであります。
　内容といたしましては、期末手当の支給月数を３．２５月から３．３０月に引き上げ
る、また、宿泊料を県内のときには１万１，８００円に、県外のときには１万３，１００
円に引き上げるものであります。旅行の適用につきましては、先ほどの条例と同様であり
ます。施行期日は４月１日を予定をしております。
　続きまして、議案第１３号、日南町職員等の旅費に関する条例の一部改正についてであ
ります。この条例につきましても、地方自治法第９６条第１項の規定により、本議会の議
決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、宿泊旅費の支給額を改正するものであります。
　内容といたしましては、宿泊料を県内のときには１万１，８００円に、県外のときには
１万３，１００円に引き上げるものでありまして、適用につきましては、先ほどの２条例
と同じであります。なお、期末手当等につきましては、昨年のときに既に上げております
ので、今回は改正をいたしませんということを申し添えたいというふうに思っておりま
す。
　議案第１４号、日南町職員定数条例の一部改正についてであります。この条例の一部を
改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、本議会の議決を求める
ものでございます。
　内容といたしましては、町長の事務部局の職員を８６人に増員し、教育委員会の事務局
の職員を１４人に減員するものでございます。施行期日は公布の日からとしたいというふ
うに思っております。
　以上、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより各案に対する質疑を許します。
　まず、議案第１１号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、議案第１２号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、議案第１３号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、議案第１４号の質疑を許します。
　８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）教育委員会の事務部局、２０名から１４名という減です
が、６名というのは大幅減なんですが、どのような内容でしょう。もしよかったらお聞き
したいんですが。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）このたび６名の減としておりますが、現状が今、職員が１２
名ということで、かつて学校教育あたりも人数が多かった時期がございました。それに伴
いまして、現状に合わせまして教育委員会を減らさせていただいて、その分、全体として
は人数を変えずに、町長部局のほうが新年度の職員採用であるとかまた退職のほうを勘案
しながら、８０名を超えるということで、総体を変えずに調整という意味合いを含めまし
て、教育委員会の実態を踏まえながら改正という提案をさせていただいております。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）同趣旨の質問でしたが、改めて、教育委員会１２名、現状
は１２名だとおっしゃいましたけども、業務分掌上、学校教育、社会教育、問題はないの
かどうなのかという、新規採用が町長部局であったということも含めてですけども、現在
の教育行政に問題はないのかということも含めてお聞きしておきたいと思います。
○議長（村上　正広君）丸山教育長。
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○教育長（丸山　　悟君）問題はないかということでありますけども、基本的には問題は
ないと思っております。これまでも執行部等々で協議、それと、あわせて教育委員会でも
協議をさせていただきました。大幅な減ではありますけども、現在の状況、以前よりも若
干ふえて配置をしていただいておりますので、その分も考慮して、現在の正職員１２名、
教育委員会事務局ですけども、その部分で大丈夫、私は外してありますので、大丈夫じゃ
ないかというふうに感じておるところでありますし、専門的な知識等々を持たれる方等々
については別枠、嘱託職員とか臨時職員で短期間の労働も許可していただいておりますの
で、現在のところでは大丈夫というふうに考えておるところであります。
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１１号から議案第１４号は、審
議の都合により、本日は質疑までにとどめることにしたいと思いますが、これに御異議あ
りませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１１号から議案第１４号
は、質疑までにとどめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１６　議案第１５号
○議長（村上　正広君）次に、タブレット１１５ページから、日程第１６、議案第１５
号、日南町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定についてを議題
といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１５号、日南町行政手続等における情報通信の技術の利用
に関する条例の制定について。次のとおり、日南町行政手続等における情報通信の技術の
利用に関する条例を制定することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、本
議会の議決を求めるものでございます。
　内容といたしましては、世界最先端ＩＴ国家創造宣言において、子育ての負担軽減を図
るため、子育てワンストップサービスの必要性が掲げられております。日南町では平成
３０年４月以降に、個人番号カード、マイナンバーカードを用いてオンラインで申請届け
出等の行政手続を可能とするよう、電子申請システムの構築を行っておるところでありま
す。このサービス開始に当たり、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律
第９条の規定により、本条例を制定するものでございます。施行期日は平成３０年４月１
日からとするものでございます。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１５号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１５号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１７　議案第１６号
○議長（村上　正広君）タブレット１１８ページから、日程第１７、議案第１６号、日南
町後期高齢者医療に関する条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１６号、日南町後期高齢者医療に関する条例の一部改正に
ついて。この条例を改正することにつきまして、地方自治法第９６条第１項の規定によ
り、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法の一
部を改正する法律により、日南町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正するものであ
ります。
　内容といたしましては、国民健康保険の被保険者で、住所地特例が適用されている者に
ついて、７５歳到達等により国民健康保険から後期高齢者医療保険に加入した場合も、引
き続き前住所地の市町村が加入する広域連合が保険者となるように改められたため、町が
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保険料を徴取すべき被保険者にこれを加えるものでございます。施行期日は３０年４月１
日とするものであります。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１６号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１６号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１８　議案第１７号
○議長（村上　正広君）タブレット１２０ページから、日程第１８、議案第１７号、日南
町介護保険条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１７号、日南町介護保険条例の一部改正について。この条
例を改正することについて、地方自治法第９６条第１項の規定により、議会の議決を求め
るものでございます。
　概要といたしましては、介護保険法施行令の一部を改正する政令及び介護保険法施行規
則等の一部を改正する省令により、日南町介護保険条例を改正するものであります。
　内容といたしましては、第７期、平成３０年度から３２年度の保険料率は改定は行わな
い。２、保険料段階の判定の際、合計所得金額等から長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係
る特別控除額を控除して得た額を用いるように改める。３、保険料段階の区分に係る基準
所得金額について、市町村民税本人課税層に当たる第７段階、第８段階の上限金額を改め
る。これの施行期日も平成３０年４月１日からとするものであります。よろしくお願いい
たします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１７号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１７号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１９　議案第１８号　及び　日程第２０　議案第１９号
○議長（村上　正広君）タブレット１２２ページから、日程第１９、議案第１８号、日南
町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営に関する条例及び日南町
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する条例の一部改正について、
日程第２０、議案第１９号、日南町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について、以上、条例の一部改正関係２議案を一括議題といたしま
す。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第１８号、日南町指定地域密着型介護予防サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する条例及び日南町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する条例の一部改正について、以上、この議案につきまして、本議会の議決
を求めるものでございます。
　概要といたしましては、地域包括ケアシステムの強化のための介護保険法等の一部を改
正する法律により、日南町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する条例及び日南町指定地域密着型サービス事業の人員、設備及び運営に関する条例
の一部を改正するものであります。また、項ずれや文言についても改めるものでございま
す。
　内容としましては、引用する法律の項等を改めるものでございます。施行期日は平成
３０年４月１日からとするものであります。
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　続きまして、議案第１９号、日南町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正についてであります。本条例の改正につきまして、議会の議決を
求めるものでございます。
　概要といたしましては、地域における医療及び介護の総合的な確保を促進するための関
係法律の整備等に関する法律により、日南町地域包括支援センターの人員及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正するものでありまして、あわせて文言についても改める
ものであります。
　内容といたしましては、項ずれと文言を改めるものでございます。この条例につきまし
ては、公布の日から施行するものでございます。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより各案に対する質疑を許します。
　まず、議案第１８号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、議案第１９号の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第１８号及び議案第１９号は、審
議の都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありません
か。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第１８号及び議案第１９号
は、質疑までにとどめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２１　議案第２０号
○議長（村上　正広君）タブレット１２７ページから、日程第２１、議案第２０号、日南
町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改
正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第２０号、日南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について。この条例の一部を改正すること
につきまして、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るため
の関係法律の整備に関する法律により、日南町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正するものであります。
　内容といたしましては、項ずれ及び文言を改めるものでございます。施行期日は４月１
日といたしたいと思っております。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）文言の訂正ということでございますけれども、ここには幼
稚園がうたってあるわけですけども、将来そういうようなものを考えておられるのか。落
とされるなら同時に落とされたらどうかなとは思ったんですが、何かお考えがあればお答
えをいただきたい。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）この条例自体が法に基づく条例ということで、それを引用し
ておるという事実もございます。今後そのことも踏まえながら、どうするかということは
また近隣の町村とも協議しながら、必要とあらば、そのところは削除ということも考えて
います。以上です。
○議長（村上　正広君）いいですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２０号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第２０号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
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　日程第２２　議案第２１号
○議長（村上　正広君）タブレット１２９ページから、日程第２２、議案第２１号、日南
町特別医療費助成条例の一部改正についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第２１号、日南町特別医療費助成条例の一部改正について。
次のとおり、日南町特別医療費助成条例の一部を改正することについて、本議会の議決を
求めるものでございます。
　概要といたしましては、持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の
一部を改正する法律及び障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及
び児童福祉法の一部を改正する法律により、日南町特別医療費助成条例の一部を改正する
ものでございます。
　内容といたしましては、まず１つ目には、住所地特例が適用されている被保険者につい
て、国民健康保険の保険者が県と市町村になるため、文言を改めるものであります。ま
た、後期高齢者医療被保険者で住所地特例の適用を受ける者に、国民健康保険から後期高
齢者医療保険に加入した者を加えるものでございます。また、２番目には、項ずれを改め
るものでございます。施行期日は４月１日といたしたいと思います。よろしくお願いいた
します。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２１号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第２１号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２３　議案第２２号
○議長（村上　正広君）タブレット１３１ページから、日程第２３、議案第２２号、日南
町居宅介護支援事業に関する条例の制定についてを議題といたします。
　本案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第２２号、日南町居宅介護支援事業に関する条例の制定につ
いて。次のとおり、日南町居宅介護支援事業に関する条例を制定することについて、地方
自治法の規定により、本議会の議決を求めるものでございます。
　概要といたしましては、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関
係法律の整備等に関する法律により、日南町居宅介護支援事業に関する条例を制定するも
のであります。
　内容といたしましては、平成２６年の介護保険法の改正により、居宅介護支援の指定権
限が都道府県から市町村に移ることとなっており、これに伴って、運営する条例の制定等
が必要となったため、この条例を制定するものでございます。施行期日は４月１日という
ふうに考えております。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）これより本案に対する質疑を許します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）新しくこの居宅介護の支援事業の条例を制定されるという
ことで、その該当になる施設ですよね、それについてと、詳しい提案説明がちょっとなか
ったので、教えていただきたいというふうに思います。（発言する者あり）居宅だってグ
ループホームのことだろうか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）今までは、このことにつきましては、県のほうに指定申
請をして認定を受けていただいておりましたが、市町村が実施することとなりました。介
護サービスを提供するときにプランに基づいて実施しますが、そのプランを立てる事業所
のことでございます。町内にはケアプランセンターあかねの郷と、それから日南病院の居
宅介護支援事業所の２カ所がございます。
○議長（村上　正広君）ほかにはありませんか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（村上　正広君）以上で質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２２号は、審議の都合により、
本日は質疑までにとどめたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第２２号は、質疑までにと
どめることに決定をいたしました。
　ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は１３時３０分といたします。
　　　　　　　　　　　　　午前１１時１２分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　午後　１時２９分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第２４　議案第２３号　から　日程第３１　議案第３０号
○議長（村上　正広君）タブレットの平成２９年度補正予算書ファイルをお開きくださ
い。日程第２４、議案第２３号、平成２９年度日南町一般会計補正予算（第８号）、日程
第２５、議案第２４号、平成２９年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）、
日程第２６、議案第２５号、平成２９年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第４
号）、日程第２７、議案第２６号、平成２９年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予
算（第２号）、日程第２８、議案第２７号、平成２９年度日南町介護保険特別会計補正予
算（第３号）、日程第２９、議案第２８号、平成２９年度日南町介護サービス事業特別会
計補正予算（第１号）、日程第３０、議案第２９号、平成２９年度日南町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）、日程第３１、議案第３０号、平成２９年度日南町再生可能
エネルギー発電事業特別会計補正予算（第１号）、以上、平成２９年度補正予算関係８議
案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）そういたしますと、補正予算関係の議案を説明させていただきま
す。
　議案第２３号、平成２９年度日南町一般会計補正予算（第８号）であります。歳入歳出
予算の補正につきまして、それぞれ９７万２，０００円を補正いたしまして、歳入歳出総
額を７７億５，９４３万円とするものでございます。また、繰越明許、債務負担行為につ
きましてもお願いをするものでございますし、地方債の補正もお願いするものでございま
す。
　主な補正内容の歳入でございますけども、地方消費税の交付金を１２５万５，０００
円、自動車取得交付金を５８７万円、国庫支出金をマイナスの２，１４３万７，０００
円、県支出金をマイナスの２，４０６万６，０００円、財産収入を１，０４２万円、寄附
金を６９７万円、繰入金をマイナスの３，３６０万円、繰越金を１億７，０２７万
４，０００円、町債を１億３，２００万円減額するものでございます。
　歳出の主なものといたしましては、一般管理事務といたしまして、人件費の精査をいた
しまして１，０４６万２，０００円、町有財産の整備といたしまして、寒波のほうがあり
ましたので、その関係での修繕費を２８１万円、庁舎管理といたしまして、水道料と燃料
費の増額によります１５０万円、災害対策費といたしまして、デジタル化の減額によりま
す１，９８０万円のマイナスでございます。公債費の償還で利子でマイナスの７５０万
円、青年結婚・ＵＩターン促進費、いきいき条例、また生山定住促進団地の不用額といた
しまして１，６４５万円のマイナスでございます。
　それから、公共交通といたしまして、中型バスの入札減によりますマイナス６８７万
３，０００円、企業支援の対策事業といたしましてチャレンジの不用額を４６０万円、後
期高齢者医療に係る事務の精査といたしまして３３０万余、それから新エネルギーの工事
請負の減額といたしまして４４８万円、じんかい処理費といたしまして西部広域の不用額
を７７０万円余、また民生一般事務といたしまして、にちなん保育園の改修費及びたんぽ
ぽの家の改修費の皆減によります１，５６９万５，０００円をマイナスとしております。
また、高齢者等タクシー助成といたしまして、チケット発行状況及び利用見込みの精査に
よる減額といたしましてマイナスの５００万円、介護保険といたしまして増額として
２，８６５万円余、生活保護といたしまして３００万円余をマイナスするものでございま
す。また、保育園の人件費としても７６０万円余マイナスをしております。
　農業後継者育成といたしましては、研修生が減になりましたので、２，０００万円余り
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の減額をしております。鳥獣害対策といたしまして、国庫支出金等で対象地区の減及び入
札による減によりまして７３３万円を減額するものでございます。また、多面的機能の支
払いといたしましては、新規見込みの減によります１，３００万円余りの減、農地中間管
理機構につきましても１，７００万円の減、旨い野菜の里づくりにつきますがんばる地域
プランにつきましても１，１００万円の減を考えております。林業といたしましては、作
業道の増によります３７０万円余りの増、林業成長産業化モデル事業といたしまして
７６３万円余りの増、それから簡易水道に、これから積立金といたしまして５，５００万
円を基金に積み立てるものでございます。
　国土調査につきましては、事業実施の見込みによる減額で９４４万円余りの減、農業集
落排水につきましても、これにつきましても、将来を見据えて５，５００万円の基金を積
み立てるものでございます。単県土地改良事業につきましては４６０万円余りの減、林道
改良につきましても２，８００万円余りの減でありますが、農地維持につきましては、除
雪経費の見込みや宮田飛時原線の修繕工事によります増によりまして１億１，２００万円
余りの増を予定しております。
　また、教育委員会の生き抜く力につきましては２５５万円の減、生涯教育推進につきま
しては人件費の不用額によります２４０万円余りの減、それから社会体育施設につきまし
ては、現在の施設の修繕でありまして、設備費のグラウンド倉庫ドア等の修繕を２１０万
円増とするものでございます。
　続きまして、議案第２４号の平成２９年度日南町国民健康保険特別会計補正予算（第４
号）でありますけども、歳入歳出につきまして、それぞれ４，１２７万５，０００円を追
加し、歳入歳出それぞれを７億４，５８９万６，０００円とするものでございます。歳入
といたしましては、国民健康保険税をマイナスの１０１万８，０００円、国庫支出金をプ
ラスの２７９万８，０００円、療養給付費をマイナスの２，３３２万円、共同事業交付金
を３，６２０万３，０００円の増を見込んでおります。また、繰入金としまして３７１万
円、前期高齢者の交付金をマイナスの５，９３３万１，０００円でございます。歳出とい
たしましては、保険給付事業の退職被保険者分、それから退職者の高額医療費、保険財政
共同安定化事業拠出金、保健衛生の活動事務につきまして、それぞれ減額をするものでご
ざいます。
　続きまして、議案第２５号、平成２９年度日南町簡易水道事業特別会計補正予算（第４
号）であります。歳入歳出にそれぞれ４，８１８万１，０００円を加えて、歳入歳出の総
額を４億７９万３，０００円とするものでございます。また、繰越明許費もお願いするも
のでございますし、地方債の補正もお願いするものでございます。主な歳入といたしまし
ては、水道料が２１４万９，０００円減額になりますが、一般会計のほうからの繰入金を
５，３３８万５，０００円、町債をマイナスの３３０万円入れるものでございます。歳出
といたしましては、簡易水道事業に基金積み立てといたしまして４，８５０万円、簡易水
道統合のほうに１万円、公債費の償還金をマイナスの３２万９，０００円行うものでござ
います。
　続きまして、議案第２６号、平成２９年度日南町農業集落排水事業特別会計補正予算（
第２号）であります。これにつきましても、歳入歳出それぞれに４，８５１万円を追加
し、歳入歳出の総額をそれぞれ２億３，２１９万８，０００円とするものでございます。
主な歳入といたしましては、下水道料金を６０万２，０００円増額いたします。国庫支出
金をマイナス８６万６，０００円、町繰入金を５，４２８万８，０００円、町債を５４０
万減らすものでございます。歳出といたしましては、先ほど申し上げましたように、基金
積み立てを５，３５６万円行うものでありますし、特定地域の生活排水処理の一般管理業
務と特定地域生活排水処理事業をそれぞれ減額するものでございます。
　続きまして、議案第２７号、平成２９年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）
でございます。これにつきましては、歳入歳出それぞれ５，７９５万２，０００円を減額
し、歳入歳出の総額をそれぞれ１０億２，０６６万６，０００円とするものでございま
す。
　歳入といたしましては、諸収入以外は減額になりますが、保険料が４６４万６，０００
円、国庫支出金が１，４３４万４，０００円、支払い基金交付金が２，４１７万
４，０００円、県支出金が３８６万１，０００円、繰入金が１，２９４万１，０００円、
これらが減額になりますが、諸収入として２０１万４，０００円を増額するものでござい
ます。
　歳出といたしましては、一般管理事務につきまして、これは人件費でありますけども、
マイナスの１４０万、それから保険給付費の居宅サービス事業が４１８万２，０００円の
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増額、居宅介護サービスの計画の給付費が２１２万円の減額、それから地域密着型につき
ましては、施設休止に伴うサービス量の減少によりまして３，３６６万４，０００円の減
額、また特定入居者介護サービス費の減額も７１５万７，０００円、介護予防サービス給
付費の減額も８９９万１，０００円、また地域密着型介護予防サービスの給付費も３３２
万５，０００円減額するものでございます。通所型サービス事業で、通所介護費につきま
しては３１１万１，０００円の増額、在宅医療・介護につきましては１７２万８，０００
円の減額、国県支出金の過誤納返還事務につきましてはマイナスの６８９万３，０００円
でございます。
　続きまして、議案第２８号、平成２９年度日南町介護サービス事業特別会計補正予算（
第１号）でございますが、これにつきましては歳入歳出それぞれ１４４万７，０００円を
追加しまして、歳入歳出総額を１億２，７０４万９，０００円とするものでございます。
歳入といたしましては、サービス収入が１０２万円減額しております。繰入金は、日南福
祉会の負担金減による一般会計の繰入金の増額といたしまして２，８５２万６，０００円
を上げてるものでございます。諸収入といたしましては、日南福祉会経営難による公債費
償還金負担金の減額といたしまして２，７９５万３，０００円を減額するものでございま
す。町債につきましては１００万円を減額しております。歳出といたしましては、あかね
の郷の工事の完了等によります居宅介護事業の不用額がマイナスの１１９万７，０００
円、退職手当負担金等の減額が２５万円でございます。
　続きまして、議案第２９号、平成２９年度日南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）でございます。歳入歳出それぞれ４７９万１，０００円を減額し、総額をそれぞれ
９，０７２万５，０００円とするものでございます。歳入といたしましては、後期高齢者
の保険料をマイナスの４２１万９，０００円、歳出につきましては後期高齢者医療の広域
連合への納付金４４３万３，０００円を減額するものでございます。
　続きまして、議案第３０号、平成２９年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計
補正予算（第１号）でございます。歳入歳出それぞれ５０５万３，０００円を減額し、歳
入歳出の総額をそれぞれ２１７万４，０００円とするものでございます。歳入といたしま
しては、諸収入を５５０万減額いたしまして、繰入金を４４万７，０００円入れるもので
ございます。歳出といたしましては発電事業でございまして、マイナスの５０５万
３，０００円でございますが、理由といたしましては、新石見小水力発電復旧工事に時間
を要し、発電再開の時期がおくれるため、発電機再開時の点検委託料の経費を減額するも
のでございます。
　以上、補正関係につきまして御審議を賜りますよう、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）補正予算につきましては、詳細のほう、町長のほうから提案
があっておりますので、私のほうからは繰り越し事業等について説明させていただきま
す。
　説明の前に、平成２９年度補正予算データの中で、後期高齢の特別会計の年度が、今は
データとしては２９年度になっておりますけども、当初お送りしたデータでは２８年度と
いうことで誤植をしておりましたので、おわびして訂正をさせていただきます。
　それでは、繰り越し事業について説明させていただきますので、同じデータの６ページ
をお開きください。ここに一般会計、第２表、繰越明許費というのがございます。その中
の事業名でいいますと町有財産整備管理事務でございますが、４６０万円です。現在進め
ております財務諸表による公表の作成業務を行っておりますけども、ちょっと３月末で終
わらないかもしれないということで、一応繰越予算として計上させていただいておりま
す。その次の新エネルギー推進事業２，５００万ですが、新石見小水力発電所の復旧工事
でございます。次の２１世紀水田農業確立対策事業ですが、これ国庫事業ですが、トラク
ターの導入を１台ということで５００万円上げさせていただいております。次の町造林事
業は新植に係る費用５，５５５万円を上げておりますし、その下の森林保全総合対策事業
は２，５３０万７，０００円で、森林組合による除間伐と作業道４路線、うち１件は霞に
おけます霞神社近くの作業道の復旧でございます。それと、日南町林業成長産業化モデル
事業４，０９３万５，０００円は、多里保育園の改修事業です。その下の林道開設事業
５，７６８万４，０００円は内方線の事業費でございます。その下の道路維持管理は
７，１７７万円で、これは橋梁における計画策定であるとか町道の維持工事費等を上げて
おります。道路新設改良事業が７，３０２万８，０００円、生山印賀線、町道内方線の改
良です。橋梁維持管理事業が２，２５３万８，０００円は、市場橋、南橋の事業でござい
ます。あと、それぞれ災害復旧ですけども、耕地災害が１，５００万円、林道災害が
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３，６２０万円、公共土木施設災害復旧事業が８，２３０万円の、合計５億１，４９１万
２，０００円となっております。
　そして、次の７ページでございます。債務負担行為の補正です。従来から上げておりま
したが、自治体情報セキュリティクラウドインターネット回線分の負担金でございます
が、補正前が平成２９年度から３０年度ということで５３万円上げておりましたが、これ
を期間を平成３４年度までに延ばし、限度額が１６５万６，０００円とさせていただきま
す。
　そして、起債の関係が１点ございます。２０ページをお開きください。全体で起債が１
億３２０万円の減となっておりますが、３段ありまして、上の緊急防災・減災事業債とい
うのが７億１，６７０万円減となっておりますが、これは社会体育館に充てる起債であり
ましたが、一番下の過疎債のほうに充てる金額がふえておりますので、全体としては１億
円ぐらいの減というように、起債の組み替えというのがあっております。
　続きまして、そのほか、繰り越し事業は簡易水道事業会計にもありまして、これにつき
ましては５７ページを見てやっていただければと思います。繰越額１，４００万とありま
すが、これは配水池の敷地造成等を行う工事費でございます。
　ということで、合計、一般会計、簡水会計を含めまして、５億２，８９１万２，０００
円の繰り越し明細のほうの事業費を計上させていただいております。以上です。
○議長（村上　正広君）これより各課に対する質疑を許します。
　まず、議案第２３号、平成２９年度日南町一般会計補正予算（第８号）から質疑を行い
ますが、各課ごとに質疑を許します。
　初めに、１２４ページから１２７ページ、総務課について質疑を許します。
　３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）ふるさと納税の件について伺いたいと思いますけども、ふ
るさと納税制度の改正というふうに書いてありますけども、制度の改正というよりも通達
か何かだったと思いますけども、これによって上限が、完全な法律じゃないんですけど、
３０％程度に控えるようにという通達ですよね。これに対する日南町での影響ですね、こ
れまでの返礼額の率がこの通達によってどの程度変わってきたのかということについて説
明お願いします。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）若干いわゆる３割のボーダーラインにありましたものもあり
ます。そのあたりは若干金額を抑えてということですが、率を下げて、３割以内というこ
とに変えてメニューを変更したりというようなこともやっております。ただ、うちの場合
は３割から大幅に還元率が上がっていたものというのはほとんどありませんので、さした
る影響はないというふうに思っておりますが、ただ、やはり全体のイメージとして、それ
で寄附額の伸びが一部影響があったんではないかというぐあいに思っております。当初
１，２６５万ですか、計上しておりますけども、今回、最終見込みを７００万というぐあ
いに見込んで、その分、歳入も減らしております。以上です。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）１２６ページの総務課のところの防災対策事業のところで
減額をされてます。これはいいんですけども、ちょっとお聞きしたいのはデジタル防災行
政無線設計委託業務、１，４８０万円は減額になってますが、これについて、９月のたし
か最終に出てきた入札で１，０００円という金額が出たんですが、これはこれでいいんで
しょうか。ちょっと私自身が、このような入札の場合は下限はないとか、いや、何％まで
だよというのがあるのか、本体工事もあると思うんですが、この入札の設計委託業務の
１，０００円というのは妥当なのかどうかを教えていただきたい。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）委託料に関する入札のあり方といいましょうか、そういう御質
問だったというふうに思っておりますが、基本的には町のほうでは、工事の場合は種類に
よって若干違いますが、基本的には最低制限価格を設けておりまして、内容によって、全
てというわけではないですが、一律のラインを設けております。ただ、どういいましょう
か、委託料だとかあるいは備品購入に関しては、原則論ですけれども、基本的に最低制限
価格は設けておりませんのでという状況で今、入札を行っておる状況であります。ですか
ら、今回の数字というのは極めてまれな数字だというふうに私どもも思っておりますけれ
ども、一定の設計の内容を周知していただいた中での入札提示額でありますので、そのよ
うな形は、どういいましょうか、異例ではありますが、有効だというふうには認識して事
業を進めておりますし、また、中身につきましては当然しっかりした、監督員もつけた形
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の中で事業進捗しておりますので、工期内の完成を目指していきたいというふうに思って
おります。以上です。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）入札ということでありますと、１社、２社、複数社が競争
入札とかすると思うんですが、この場合は１社のみだったのか、複数社あったのかどう
か、どうなんでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）何社かちょっと数は覚えておりませんが、複数社でありますの
で、単独ではないということだけは明確であります。以上です。
○議長（村上　正広君）わからん。
　高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）五、六社あったように記憶しておりますが、当然、指名願が
出た中で事前に審査を行っておりますし、その中で適正であるという判断をした上で入札
にかけさせていただいておりました。入札の後、業者さんのほうにもいろいろ聞き取りも
させていただきました。この地域、鳥取県地域あたりでの事業としては初めて向かうので
頑張らせていただいたということで、先ほど副町長からもありましたけども、業務のほう
は順調にやっていただいておるというぐあいに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）いや、私は、ひょっとしてこの１，０００円というのは１
社のみかなというのを感じておったわけで、今複数、３社か、６社かということですが…
…（「五、六社」と呼ぶ者あり）そうなれば当然金額があったと思うんですね。もともと
見積もりしたときは１，３００万ぐらいかかるであろうということで入札かけたわけです
から、その中で１，２００万、あるいは１，０００万もあったかもわからないけども、そ
れが１，０００円と。その上に２，０００円があったとかいうのかちょっとわからないん
で、それで町としては安いからいいんだよというのか、じゃないと思うんですよ。当然き
ちっとやる、過去の実績もある、いろいろあると思うんですが、余りにも金額が異常だっ
たので、逆に言えば、会社名は言わなくていいんです、その上の金額は幾らぐらいだった
んですか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）県内で多分、今記憶しておるのが５社ぐらいだったと思っていま
す。それと県外、島根県の１社は入っていたと思いますので、６社か７社は入札されたと
思っています。次の金額でも１００万円ぐらい、普通でいうとこれも破格なんですけど
も、大体設計はたしか七百何十万だったというふうに思いますので、次の１５０万とか
１００万とかいう数字も破格だったというふうに思っております。
　一番我々心配するのは、１，０００円で入札したけども、今度、監督とか設計監理と
か、どっかのメーカー１社しか入らないと。初めは１，０００円だったけど、足し算して
しまったら１０億かかってしまったと。普通だったら５億しかかからないのが、後から
２０億かかってしまったということがあるといけないというふうなことで、これは十分い
ろいろ、正直言って、非常に注目された入札でありましたので、他社からもそういうふう
な意見がございましたし、それを見た中で、今見てる中では、どのメーカーでも自由に入
札ができると、今度はハードのほうになりますので、それから今度、今の１，０００円で
入札されてるところも今度は監督をされるわけでありますので、その監督の金額も他社と
比べて著しいもんではないというふうに思っておりますので、トータルベースでいうと、
非常にうちとすればおいしかったなと今のところは思っております。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）ちょっと私も、入札というので、余りにも極端だったな
と。いや、私の過去の記憶でいくと、よく新聞で出たのは１円入札という形で結構されて
たということなので、常識の範囲いうのですか、それでないと、やっぱり次の工事が、
前、聞いたときに１３億の説明があったと思うんですけども、そういう中で、それも設計
業務委託したとことその連携になったのかちょっとわかりませんけども、安いほうにはい
いんですけども、ちょっと異常過ぎたということで質問したわけです。今後ともその辺
の、じゃあ、総務課長のほうから御答弁あれば、よろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）入札に向かう前に、指名願の中の実績等を全て調べさせてい
ただいておる中で、やはり各社とも結構安い受けをしておったものもありました。ですか
ら、それを発注された他市町村のほうに連絡を入れて、その後の業務のやり方とか、ちゃ

ページ(26)



日南町第２回定例H30年３月２日
んとやっていらっしゃるか、そういう聞き取りも実は事前にさせていただきました。その
中で、全て指名業者の中の、どういいますか、レベルだとかそのものはたがわないという
判断で入札に向かいました。冒頭申しましたけども、入札で落札された後、聞き取りもさ
せていただいて、本当にしっかりやっていただけるのかどうか、それは任せてください
と。ほかのその会社の実績あたりも見させてもらう中、あるいはほかの町村の契約の状況
あたりも事前に調べさせていただいておりましたので、そういうことで、じゃあ契約をし
ましょうと。額については、なかなか本当にびっくりするような額だったんですけども、
そういうような経過を踏まえて契約して、業務をお願いしておるとこでございます。以上
です。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）西部広域の負担金の関係でお伺いいたします。
　人件費も含まれておるという負担金が計上されていますけれども、従来から負担する町
村の職員よりも組合職員のほうの給与が高いという問題が論じられたわけでございます
が、きょう現在、そこら辺についてのどれぐらいの比率なのか、組合の職員さんが
１１０％とか、そういうような数字がわかれば教えていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）誰がどういうふうな数字だというのはちょっとわかりませんけど
も、具体的に申しますと、消防長という、西部広域の消防でいうトップのクラスがありま
す。これは１１級、日南町のトップが６級でありますので、いわゆる市の部長クラスとい
うふうになっております。したがいまして、司令補等については多分１０級とか、それか
ら江府の出張所ですか、それになると例えば９級とか、日南町でいう給料とは相当離れて
おると。はっきり言いますと、米子市役所の完全に給与と準拠しておるというふうに御理
解いただきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）ベースが市役所ベースという話ですけども、やはり町村と
すれば非常に不可解な現象だと思うわけでして、それのいわゆる差を詰めるといいます
か、そこまで上げなくてもいいんではないかと私も思うわけですが、そこら辺についての
お考えがあれば、あるいは行動をとっておられれば教えていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）以前、私が企画課におりましたときに、西部広域の行革の会
があって、その際、特に諸手当あたりを、ちょっとここまで、東・中・西部の広域の消防
局の比較あたりも出しながら、あるいは島根県松江市ですね、そのあたりと比較しながら
直していただける分というのは改善をしていただいた経過がございます。ただ、西部広域
については、町長も申しました米子市と同じ１１級制をとっているということで、どうし
ても職階での位置づけというので、相対的にそこまで上がられる方がおられるということ
です。
　なお、ちなみに今回の西部広域の補正ですけども、ここに人件費とありますのが、数字
の内訳ちょっと覚えてないですけども、若干の給与改定と、あと飛び込みの退職があった
ということが、それがちょっと膨らんでいるというようなことを聞いております。以上で
す。
○議長（村上　正広君）次に、１２８ページから１２９ページ、企画課について……（発
言する者あり）
　２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）済みません、声を上げませんで申しわけございません。ボ
タンほど押しておりました。
　庁舎管理事務の中で１５０万円の増額になっております、水道料金、ガス代等が不足す
るためとありますが、ちょっとその中身についてお聞かせをいただければと思います。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）水道の内訳としては、水道料金が約３４万２，０００円、ガ
スのほうが１１５万８，０００円です。ガスのほうが圧倒的に高いわけでございますが、
実は当初、毎年でありますけども、ガスの納入業者については町内含めて４社から見積も
りをとって、一番安いところと契約をしております。ところが、契約して、４月に入った
後に、全国的な燃料費の高騰ということで協議がありまして、立方当たり約１０円近く上
がっているということで、今までずっと予算の中で一応しのいでおったわけですけども、
このたび３月でちょっと不足分を、一、二カ月前のも含めて、未払いの分について、今後
払うべきものについて補正をさせていただいたわけです。

ページ(27)



日南町第２回定例H30年３月２日
　ここ数年、実は、当初予算でいろいろ燃料費の高騰あたりがありながら、前年度と同じ
金額で計上しておりました。そのために、どうしても最後に、３月に補正をというような
お願いしておったわけですけども、平成３０年度におきましては、おおむねこの数年来の
動きを見ながら、ちょっと上げた金額で計上させていただいております。以上でございま
す。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
○議員（２番　山本　芳昭君）はい。
○議長（村上　正広君）次に、１２８ページから１２９ページ、企画課について質疑を許
します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）説明資料の５ページですが、青年結婚・ＵＩターン促進事
業の、１２８ページです、生山の定住団地ですよね。これは逐次、着工件数、契約件数に
ついてお聞きしてきましたが、現在の状況、それと、関連で、１，４２０万円というその
他の事業もありますけども、減額されていますので、現在の状況と今後の見通しですよ
ね、問い合わせ等がある状況などについてお聞きしておきたいと思います。どうでしょう
か。
○議長（村上　正広君）高見総務課長。
○総務課長（高見　正司君）補助金の予算措置は企画課のほうでしておりますけども、先
ほどおっしゃいました販売促進、周知等については総務課のほうで行っております。それ
で、現在４区画についての契約はしておりますが、ただし、建築のほうが今現在３件で、
１件については業者さんとの兼ね合いが、ちょっと忙しいということで工事着工ができて
ないような状況でございます。したがいまして、その分を含めて、この補助金を見込んで
おった分が減額になっておるということと、８件分の、本当は４件分の減額のところを５
件分の減額というような形になっております。米子を中心とした業者さんからの問い合わ
せもあっておりましたけども、結局、現在のところ実現してるのが４件ということで、内
覧会を開いたときの人数からすると、若干手を引かれた方もいらっしゃいますし、中には
社員用の社宅はだめなのかということで、見にいらっしゃった方もおられました。
　今後につきましては、建築をされて完成された方にちょっと了解をいただいて、でき上
がった家を写真を撮らせていただいて、雪も消えておりますし、そういう写真をアップし
ながらさらにＰＲに努めていきたいと思いますし、また、可能性のあるような話がありま
したら、そこに情報提供をしていきたいというぐあいに思っております。
○議長（村上　正広君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）企業支援対策事業の中の４６０万円減額になっておりま
す。その主な減額はチャレンジ支援企業の助成金の減額というふうに書いてありますが、
よろしいですか。それで、その中で、これを見ると１件だけしかなかったようにとれます
し、それからその中で補助要件不適合というのがありますよね、理由に。これの不適合
の、具体的なちょっと理由を教えていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）失礼いたします。説明書の中で、実績１件という書き方をし
ております。確かに補助金の執行が終わったのは１件でございますけども、今回の補正に
当たりましては、今現在お話が進みかけておるもの、それと今後出てくる可能性があるも
のも含めまして、若干の余裕を持たせていただいた減額予算だというふうに御理解いただ
きたいというふうに思います。
　また、事業の要件不適合等の部分ですけども、これについては、ちょっと審査会まで上
がらないうちに、商工会さんとのお話の中で、これはちょっと無理だなというものが何件
かあったというふうには伺っておりますけども、具体的に審査に至っておりませんので、
詳しくは私のほうはまだ把握できておりません。また把握をしておきたいというふうに思
います。
　今回そういった、やめられたり先延ばしをされたりということで、今年度ちょっと実績
が上がってないところは残念でございますけども、こちらについても制度活用のほうを積
極的に進めていきたいというふうに思います。よろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）４番、荒木博議員。
○議員（４番　荒木　　博君）実際には非常に借りやすい、使いやすいというふうな説明
を今まで受けておりましたけども、それで、私が存じておるのは、昨年１件ほど存じてお
りますが。申請をしてから実際にお金が入るまでの期間がすごい長く感じております。そ
の辺については、どのような進め方をしておられますか。
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○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）基本的に補助金事務でございますので、いわゆる交付申請し
ていただいて、審査をして、交付決定を行いまして、事業実施後に実績報告をいただい
て、検査して支出をするという一連の事務作業でございます。どこの部分で滞っておった
ということの実情かはちょっと把握できませんけども、事務処理として適正な処理をして
いきたいというふうに思ってます。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）１２８ページの青年結婚・ＵＩターンですけども、地域お
こし協力隊の起業支援について１００万円計上してありましたけども、多分説明のところ
に書いてあって、予算が減ってるんでゼロかなと思いますけども、当初、１人計画されと
って、それがなぜできなかったのかというところについて説明をいただきたいと思いま
す。地域おこし協力隊制度、農林業研修生もそうですけども、協力隊として来ていただい
て、体験をしていただいて、その地に住みついて、まさしく起業をしてもらうというのが
一つのベストな流れだということで国も進めてるわけですけども、今回は農林業以外でこ
ういった形で起業されることについて期待をしたわけですけども、どういう経過だったん
でしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）こちらの地域おこし協力隊の起業活動補助でございますけど
も、こちらにつきましては３年経過後、４年目に、最後の年にそれこそ議員おっしゃると
おり起業等に向けた準備の資金として１００万円を交付できることになっております。年
度当初はそういった起業等でこちらに残っていただくということも想定をして、予算化を
双方話をして決めておりました。１年間の活動の中で、なかなか起業に結びつくような活
動に実態としてつながっていなかったというのが実態でございます。年間通じていろいろ
協議はしておりましたけども、当然、道の駅等でのいわゆる商品開発等に実際にはかかわ
っていただいたこともございましたけども、結果としてこの経費を使われての活動にはつ
ながらなかったというのが現状でございます。
○議長（村上　正広君）次に、１３０ページから１３２ページ、住民課について質疑を許
します。
　８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）１３１ページの住民課の中で、ちょっとお聞きしたいの
は、人件費の不用額という減額になってますが、賃金が３３万円の減ですが、これはどの
ような業務の職員さんだったんですか。それをお聞きしたいです。
○議長（村上　正広君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）これにつきましては、嘱託職員さんの人件費を実績として少
なくなったということで、いわゆる臨時さんといいますか、その方の人件費がマイナスに
させていただいたということでございます。
○議長（村上　正広君）８番、大西保議員。
○議員（８番　大西　　保君）環境保全対策事業なので、環境保全にかかわる業務の方で
すか。その内容、どのような業務をされてたのか。
○議長（村上　正広君）淺田住民課長。
○住民課長（淺田　雅史君）御存じかと思いますが、事業ごとに職員配置等を予算化させ
てもらっております。その中での人件費でございます。ですので、この方は独身の方の人
件費でございますんで、その他のいわゆる手当等の人件費が要らなかった方ということ
で、結果的にマイナスになったということでございます。
○議長（村上　正広君）ほかにありませんね。
　次に、１３３ページから１３６ページ、福祉保健課について質疑を許します。
　２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）申しわけございません。１３５ページの高齢者生活福祉セ
ンター管理運営事務におきまして、宿日直を２名体制にしたということで、１４９万
８，０００円増額になっておりますが、この施設は１年を通しての通年の施設ではないと
思います。何日分が１４９万８，０００円になったのか、教えていただきたいと思いま
す。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）高齢者生活福祉センターかすみ荘につきましては、例年
早ければ１１月から入居される方がありますが、１１月から４月までの６カ月を計算して
います。
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○議長（村上　正広君）６カ月分ということですね。
　２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）当初１名は予算化してあったということですよね。１名ふ
えて１４９万８，０００円ということでよろしいですか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）当初１名当直を２名体制にされました。また、委託料の
額も若干見直しをされたように聞いております。当直者の金額も。（発言する者あり）１
名ふえたということです。
○議長（村上　正広君）基本的にこの１４９万８，０００円は、１名分の増加の部分だけ
ということですか。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）単価の見直しがありましたことと、それから１名増加し
たということでございます。
○議長（村上　正広君）単価も上がっとるし、１名分追加だそうです。よろしいですか。
　３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）１３４ページのタクシー助成ですけども、ここにはチケッ
ト発行を７００部と見込むというふうに説明がありますけども、当初、約９５０部、対象
者７７％を交付予定というふうで予算を組み立てられましたけども、ここで補正予算の組
み立てなんですけども、発行７００でも、実際使われなかったら支出がないわけであると
思うわけです。そうしたときに、１月の時点で実際には１，２３０数名のうち、全体のう
ちの２５％程度が利用率だというふうに聞いたと思いますけども、その数字からして、こ
の５００万円の減額でという積算との整合性が実態としてどうなのかなという疑問に思い
ますけども、１，９００万のうち１，４００万が支出の見込みということなんですけど
も、その辺のところはどうなんですか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）２月末現在ですが、６７２人の方に交付をしておりま
す。３月末までがありますので、７００ということを見込みました。チケットの使用状況
につきましては、発行はしておりますけれども、皆さんが割といざというときのためにま
だ使っておられないということもあるかと思いますけれども、チケット使用枚数は、現在
のところ１万５，６７４枚で、６２５万８，０００円程度の使用済みのチケットでござい
ます。ですが、まだ期間が少しございますので、これから使われるとして、使い切られた
場合にということで余裕を持たせて減額をいたしました。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）財源は過疎債なんですけども、やっぱりもう少し現実に即
した予算編成っていうのが大切だろうと思いますが、もう一つは、月１回の事業者等との
連絡会等についてどうなのかということもありますが、それを踏まえて、やっぱり年度中
途でＰＲをされる、利用促進を促す、そういった取り組みについてはどのようにされまし
たか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）事業者の方との打ち合わせにつきましては、なかなか毎
月といっておりませんで、２カ月から３カ月に１回ということで実施をしております。町
民の方へのＰＲにつきましては、防災無線等で特にお正月の時期など、御家族の方がいら
っしゃる時期にも聞いていただけるようにということで流すようにしております。今、年
度末が近づきまして、未発行の方がどういった方があるかということで個別にも点検をし
てみております。対象者を選定する際に、要介護状態の重い方を外すといったような作業
がなかなかできておりませんで、タクシーは利用される可能性もあるということでありま
したけれども、御家族が車の運転をされる、御家族がある方ですとか、それから身体的に
タクシーに乗ることが少し難しい方というような方が未発行として残っているように集計
してみております。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）関連してですけども、やっぱり要介護の認定を受けておら
れる方、４００名から５００名おられて、その中で介護サービスを利用されている方、特
にショートステイとか、ホームヘルプサービスとかデイサービス、そのような方々は、ど
ういいますか、対象者でありながら必要ないと、現実にはという方がかなり私はおられる
んじゃないかなと、日南町の高齢化率と介護認定の数字から見た場合に。ですから、逆に
言えば、タクシー券の必要な人はほとんどといっていいほど受け取っておられるんじゃな
いかなということを、逆に私は想像、今してます。福祉保健課にも実際、要介護の人でも
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いろいろショートステイとか行って、実際にはタクシーに乗れないとかいう人がかなりお
られるんじゃないかなということを実態として調べてもらいたいなということもお願いし
ていたので、かなり行き届いているのではないかなというふうには感じていますが、どう
でしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今、久代議員がおっしゃったとおりでありまして、私も地域回り
ますと、そういうふうなことを言われる方がおられます、使いたくてもなかなか使えない
とかですね。ただ、１点、改正をしないといけないと思っておりますのは、そういう方が
おられて、家族もおられると。実は家族も運転されるんだけども、なかなか自分の車や、
例えばユニバーサルデザインのタクシーではないというふうなこともあって、日南町には
ユニバーサルデザインのタクシーもあるので、そういうふうなところもうまく利用したい
と。具体的には、たしか皆さん方にも多分ある地域での町政懇談会でもお話があったとい
うふうに思っておりますけども、そういう意見もありましたので、そういう意見も参考に
しながら、できる限り多くの方に使っていただけるような工夫もしていきたいというふう
に思っておりますし、ＰＲもしていきたいと思っております。これにつきましては、やは
りタクシーの存続というふうなことも兼ねておりますので、それも含めて検討してまいり
たいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）申しわけありません。先ほど暗算ができなくて、今計算し
てみましたら、６カ月で３０日、三六、１８０日で割りますと、１日が８，３００幾らと
いうことになりますが、私がちょっと聞いとる単価とは大分かけ離れた高額な単価になる
んですが、間違いないのでしょうか。教えてください。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）８，３００円にはならないと思いますが。従来、日直と
してお願いしておられた単価よりも、４，５００円を６，０００円にされたというふうに
聞いております。それで人数はお二人になったということです。済みません、その計算
が。実態はそのようなことです。済みません。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）急なお尋ねだったと思いますので、後ほどでもよろしいの
で、単価を教えていただければと思います。よろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）次に、１３７ページ、保育園について質疑を許します。ありませ
んか。
　ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は２時４５分といたします。
　　　　　　　　　　　　　　午後２時３２分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後２時４５分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。
　先ほど福祉保健課のところでありました山本議員の質問に対して、答えがわかったよう
でございますので、梅林福祉保健課長のほうから説明をいただきます。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）宿直の単価ですけれども、お一人４，５００円だったも
のが単価が６，０００円となり、お二人の宿直体制になりました。あと、若干の諸経費を
計上しております。以上です。
○議長（村上　正広君）ということだそうでございます。
　次に、１３８ページから１４６ページ、農林課について質疑を許します。
　１１番、福田稔議員。
○議員（11番　福田　　稔君）ちょっとお尋ねします。（発言する者あり）とにかく木下
家の遊歩道の件だけど。（「何の項目なの」と呼ぶ者あり）項目。日南町林業成長産業化
モデル事業というとこでありますが、いいかね、わかった。そげしますと、その件でござ
いますが、裏のほうへ遊歩道とかなんとか話が出とりますけど、これを遊歩道は結構なこ
と、いいと思いますけどね、それ以前に整備することがあらへんのかな、それ以前に。遊
歩道しても、人が来てもね、車置くとこないでしょう、現在。だから、下手のほうへ駐車
場つくるなり、トイレを設置するなり。それから遊歩道を、私は思うのに、これまで各地
域やまち協なんかがどこどこの山の散策しよるときに、全部ボランティアでやっとります
んで、道つけを。そういうやり方はどんなもんかね、ここで。そういうことを知恵を使っ
て、やっぱり地域全体で盛り上げていくと、誰でも力が入ると思いますよ。ただ町が全部
やれと業者出すより、その地域で今、城崎が出てましたけど、阿毘縁地区にまち協にお願
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いして、何とかこの遊歩道つくりたいけど、どんなもんでしょうか、相談かけて、ボラン
ティアで一つ、二つでも入れてもらってやったらどんなもんかな。以上。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、このたびのモデル事業に係ります遊歩道整備でありま
すけども、メニューでいいますと、今、福田議員様のほうから御質問のありました、いわ
ゆる駐車場整備でありますとか、まだ、検討もいたしましたけれども、トイレの整備、こ
ういったメニューがございません。それらをやるとすれば、一般財源、あるいは起債等、
ほかの補助事業を使ってということにはなろうかと思います。そういったようなことは、
また次年度以降、必要なことであるという認識は持っておりますので、いろいろ、外のト
イレも要るのではないかというような御指摘もいただいております。そういったようなこ
とは検討してまいりたいと思います。このたびの事業といたしましては、メニューの中に
あります遊歩道整備ということで、このまま事業ができればというふうに思っておりま
す。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今、久城課長のほうから答えましたけども、特に駐車場につきま
しても確かに必要だというふうに思っております。ちょうど中木さんのところに入るとこ
ろの横に空き地がありますので、そちらのほうもちょっと交渉しながら、駐車場の整備と
いうふうなことで図れればというふうに思っております。また、御承知のとおり、遊歩道
の整備も必要でありますけども、肝心の中庭のほうの防火水槽等が水が通わないというふ
うなこともありますので、今回のいわゆる遊歩道整備の中で、水が通うようにして、あそ
この中の水槽自体も、タニシがたくさんすんでおりますけども、それらも生かしながら活
用していきたいと思っておりますし、それらの清掃等については、できるならば地域の
方々にも御協力を賜って、一緒になって整備をするというふうな方向にしていかないと、
町だけが整備をして、地域が余り関心がないということでは困るというふうに思っており
ますので、今の駐車場や、それから水路、それから防火水槽といいますが、池につきまし
ても、地域と協議をしながら進めてまいりたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１１番、福田稔議員。
○議員（11番　福田　　稔君）それと、遊歩道は大事なことと思いますけど、まず現地を
視察して、雪が解けてからでもいいだないか、現地を見て、それからどこに道つけたがい
いか悪いかということをやっぱりせんと、ただ図面だけであそこだここだじゃなしに、現
地視察が大事でないかなと思いますけど、どんなもんでしょうか。
○議長（村上　正広君）さっき総務課長のほうから繰越明許の説明があったというぐあい
に思ってますので、当然繰り越しになるというぐあいに思っております。当然、事業執行
は４月以降にならんとできないというぐあいに思っておりますけども、それ以上に何か。
○議員（11番　福田　　稔君）だったら雪が解けてから現地調査すりゃいいじゃないか
な、現地行ってみて。どんなもんかな。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）一応、国のほうに確認しておりますのは、いわゆる繰り越し
事業として認定するには発注をかければいいということであります。したがって、設計の
ほうの発注につきましては、いわゆる年度内に発注をかけさせていただきたいというふう
に思っております。あと、実際どういうふうな道をつけていくかということに関しまして
は、御指摘のとおり、地権者であります人と先般も話をさせていただきましたけれども、
最終的には現地踏査をした上で。距離数については５５０メートルという形で出ておりま
すけど、どういうルートでということにつきましては、今後詳細について検討してまいり
たいというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）前回提出をされましたときに、設計費が１８０万ぐらいで
したでしょうか、ちょっと記憶が定かではないんですが、このたび設計の委託料を減額を
されたと思いますが、その中身、どのようなところを減額をされたのかということ、それ
と同額につきまして工事費を増額をされておりますが、その中身についてお尋ねをいたし
ます。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、設計委託料でありますけれども、内容については一切
変えておりません。いわゆる掛け率を下げていただいたという形であります。そこらあた
りを０．４掛けとか、非常に厳しいということはおっしゃいましたけども、そういったよ
うな形で業者のほうに頑張っていただきました。あと、工事請負費のほうにつきまして
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は、先ほど町長のほうから話もありましたけれども、いわゆる水を引くことがひとつでき
ないかということで、そういったような工事のほうをふやさせていただいております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）経済の委員会のほうで一度協議をされたというふうに思っ
ておりますが、その工事内容につきまして、まだはっきり詳細を聞いておりませんし、先
ほどおっしゃいましたのは掛け率を変えただけだというふうにおっしゃいました。水路を
新しくということになると、設計も変わってくるんだろうというふうに思いますが、いか
がでしょうか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、概要につきましてですけども、正直申し上げますと、
階段工でありましたり、いろいろ正直、現地をどういうルートで通るかというようなこと
までが詰めれておりませんので、やや粗い設計になっとるのは否めないというふうに思っ
ております。最終的には、受けていただきました業者とその辺を最終的に詰めていきまし
て、ルートも決定していくということになっていこうかというふうに思います。
　あと、今回につきましては、あくまでも設計をベースにした説明を前回させていただい
ております。まず、整備計画のほうが不十分であるという御指摘をいただきましたので、
いわゆる整備計画を策定しまして、その案をベースに説明をさせていただきました。あ
と、いわゆる設計に、年度内に発注させていただきたいというふうに考えておりますの
で、そこらにつきましては、また上がった後、実際の工事内容によっては、その設計の見
直しということも出てこようかというふうには思っております。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）前回のときにも、その設計の費用が高額ではないかという
こと、それともう一つ、この事業の目的はどうかということがあったと思います。目的に
つきましては、同僚議員からまたいろいろ質問があるかもわかりませんので、先ほどの今
までの回答の中で、一つお尋ねをいたしたいと思いますが、このことがメニューにないと
いう答弁をされました。メニューというのはどういう内容なのでしょうか、お尋ねいたし
ます。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）基本的にはいろいろな成長化につながることを考えていけば
いい、その中で、今度はいわゆる事業については、林野庁が今持っとります事業に当ては
めていく必要があります。いわゆる新たに町がいろいろな事業を計画を策定して、それに
ついて補助事業がつくというものではなくて、いわゆる町が考える、その考えた事業が
今、既存のある林野庁のメニューに合致すれば補助がつくというものでありますので、し
たがって、今、多岐にわたります林野庁のメニューの中に当てはめていくという作業が必
要になります。したがって、そういったものの中で、先ほど福田議員から御質問のありま
した駐車場整備等々についても、いろいろ全体の中で大きいものを建てていけばまたそう
いったことが可能になってくるとは思いますけれども、それだけをつくっていくというよ
うなメニューがないという意味でございます。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）私ばかり質問して申しわけないんですけども、これで終わ
りにしたいと思います。資料として、そういうメニューがあるのならば提出していただき
たいなと思いますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）それは林野庁の全てのメニューということでしょうか。（「
大体対象になると思われる部分で結構です」と呼ぶ者あり）結局、林野庁の全てのメニュ
ーの中にどういう事業があるかということにはなってこようと思いますんで。（発言する
者あり）それに関連するものという。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）駐車場はないというふうに言われました。その林野庁のメ
ニューにはないんだよという。それは載ってないのは、どこを見ればいいかっていう話に
なるので、そのメニューを、どのくらいのメニューがあるのかということを知りたいとい
うことでございます。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今回の資料を見ていただきますと、国庫支出金のところにありま
す。ちゃんと金額も載ってるわけでありまして、これは別にメニューに載ってるわけであ
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ります。先ほど福田議員の質問に対して、久城課長のほうがメニューにないと言ったの
は、単体で、例えば駐車場だけを整備するときには、なかなかメニューはないと。ただ、
全体的な例えば木育であるとか、森林環境のものという、公園とかですね、そういうふう
なものと合わせるとメニューになり得るということでありますので、今後そういうふうな
ことも検討してまいりたいというふうに思っております。したがいまして、単体として、
例えば中の水路を直すとか、水路といいますか、単体の池だけをきれいにするとか、それ
から例えば駐車場だけをつくるというふうなことではメニューには多分ないというふうに
思っております。ただ、全体的にこういう計画の中で、こういうふうなもので、ここが必
要なんだというのは、多分これまでもいろんな中で、議員各位も御承知のとおり、そうい
うものの中でメニューに載ってくるというふうなことがあっておりますので、できる限り
そういうふうなメニューに載るようなもので検討していきたいというふうに思っておりま
すけども、今回の場合には、今年度が初年度というふうなことで、とりあえず頭出しをし
ないと、国のほうとしては何とか頭出しをしてくれということがありましたので、今回こ
の部分だけを頭出しをしたということでありますので、なかなか今の駐車場であるとか、
いろんな全体的なものというふうな中での、今、メニュー化ということでは考えておりま
せんけども、先ほど申しますように、ほかの部分でうまくメニューに載れるようであれ
ば、そういうふうな形での申請をしてみたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）今の件もでございますが、私は、２００年の木がいわゆる
群生しておるというのは、まさに珍しいというところ、そこにいわゆる木育という形で遊
歩道をつけられるというお話なんですけども、１メートルから１メートル５０ぐらいとい
うやな、木の配置を見てつけるんだっていうような説明を受けたわけですけども、逆に、
気をつけていただきたいのは、例えば尾瀬であると、いわゆる筋板を敷いて、人があっち
に行ったりこっちに行ったりできないようにして保全する。屋久島でありますと、逆に疑
木とかそういうものは入れないんだと。そのまま歩いてもらうのが自然だということであ
ります。思いますのに、そういったことも検討いただかなければいけません。まだまだ小
さいことを言えば、ジュースの持ち込みはいけん、こぼれたらアリゴが来るとかですね、
お菓子もいけん、たばこもいけん、そういうようなことを、そうすると、５５０メートル
ですか、もあれば、水が欲しいというようなことになれば、天然水の販売機でも置くとか
いうような細心の注意を図ってこの計画は進めていただきたい。全部ができるとは思いま
せんけれども。そういうようなこともぜひお願いしておきたいと思いますが、次に、２１
世紀水田農業確立対策事業のほうですけれども。（発言する者あり）
○議長（村上　正広君）ページが違うわけです。今、１４６ページを集中的にやってます
ので。
○議員（10番　古都　勝人君）ああ、そげか。
○議長（村上　正広君）いいですか。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）前回の経済の常任委員会でもこの問題を審議しました。
私、一つ気になるのが、まず第１番目には、結局、木下家住宅は企画課がいろいろ取り組
んでおられます。この木育２００年の森については、農林課の林野庁の事業の中でやろう
としておられる。一方、非常に大事な木育ということをうたわれている教育委員会は、ど
のようにこのフィールドを使って木育を、鳥大との連携もあるけど、まず何よりも日南町
の子供たちに、どのようなフィールドの使い方を考えておられるのか。新年度にもどのよ
うな学習方法を考えておられるのかお聞きしておきたいし、いろいろ話があるけども、何
としても教育委員会の教育課長、教育長は地元ですから御存じかもしれませんが、教育課
長、その他の教育委員も含めて、やはり木育というからには現地踏査を皆さんされている
のか。現場を見ておられるのか。そのことをまずお聞きしたいと思います。
○議長（村上　正広君）安達教育次長。
○教育次長（安達　才智君）最初に、現場を見ているかという御質問ですが、木下家まで
は行ってますけど、その奥には入っていませんので、実際の現場は遠くから見たというだ
けです。
　小学校のほうでどのように学習を進めていくかということですが、現在も５年生で森林
学習ということで、実際に木を伐採しているところを見学させてもらったり、伐採する機
械に実際に乗せてもらったり、運転はできませんけど体験をしておりますので、それをも
うちょっと広げてプログラムを考え直して、新しくできる遊歩道も使いながら学習を進め
ていけたらというふうに考えております。実際にできてみないことには、どういうふうに
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使えるかということはわかりませんので、これから検討していきたいということを思って
おります。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）これまでいわゆる木の町として、森林の町として、いろん
な学校現場、あるいは保育園まで含めて、いろんな取り組みをされてきました。いろんな
ところにフィールドがあるわけですよね。もとをいえば、小学校５年生を対象に、出立で
夏休みにもやってました。保育園の近くにもハンモックというかあれも、ツリーもありま
す。どの年代の子供を対象に、今のお話では小学校５年生だけだということでしたけど
も、そのあたりについても、やっぱり教育委員会として、本当に木育を真剣に取り組まれ
るなら、それぞれの年代、幼稚園、保育園、小学校、中学校というふうな連携したカリキ
ュラムがあってもいいと思うし、でなければ、この木育の教育が達成されないんではない
かというふうに私は危惧してますが、お題目に終わりはしないかというふうに。特に教育
委員会の姿勢を改めて問いたいと思います、木育ですから。子供だけではないですよね、
対象は。本当を言えば、むしろ社会人に、大人の人にそういう森林をどう継承していくか
と。あるいはいつ切るべきかということも含めて、本当に残したほうがベストなのかとい
うことも含めて。社会人にも必要な教育だと思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）丸山教育長。
○教育長（丸山　　悟君）おっしゃることはよくわかります。木育に関して、これまでも
人生学園とか、それからいろんなところでの講演会、これは教育委員会ばかりでなくって
農林課やいろんなところと連携をしながら、現在もやっておるところであります。したが
いまして、今後につきましても、現在いいフィールドも提供してもらえるそうですので、
その部分についてさらに進めていきたいと思っております。決してそれに特化したことは
なかなかできないかもしれませんし、先ほどおっしゃったように、学校ばっかりじゃなく
って、やっぱり高齢者、それから成人、青少年というところも含めたところを生涯学習の
中でいろいろと検討していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）今の木育の関連からの伺いたいと思いますけども、これま
で日南町内では、環境林、それから出立のキャンプ場等、これは木育というよりも自然環
境への学習というようなことが中心なんですけど、今回の流れでいくと、木育として捉え
ることもできる。それから、子育て支援センターに木製遊具をこの事業で設置をするとい
うことも事業計画には書いてあります。そういったことからして、この２００年の森、木
下家の裏山をどのように木育の位置づけの中に、ほかのさっき言いました環境林とかいろ
いろある中で、どのように位置づけをされるのかということについて伺いたいと思います
けども、先般の常任委員会で２００年の杉の木に、例えばブランコをぶら下げて体験する
とか、その林の中で林業体験をするとかということを言われました。その木に木下さんの
了解を得てロープをかけてブランコを設置をすることができるかどうかっていうことも疑
問でありますし、さらには、そこの中で林業体験をするっていうお話だけども、どういう
体験を、この前の委員会では詳しくなかったんですけども、どういうことが想定されます
か。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、これまで日南町が出ておりましたのは、いわゆる木に
親しむというようなところまではできとったというふうには思っております。したがっ
て、それを今度は木育というところまで高めていくには、やっぱり専門的な見地からの指
導は必要だろうというふうには思っております。一応、今考えておりますのは、２００年
の森の中のフィールドの中で、まず木に親しんでいただく、さらにそれを今度は木下家の
中に入って、いわゆる木育という形での授業といいますか、そういったようなお話を聞く
ような形に持っていければというふうに考えておるところであります。
　あと、私の説明が不十分だったかもしれませんけども、一応、このあたりにはいわゆる
杉だけでなくて、若干入り口には雑木もありますので、そういったようなところを使っ
て、いわゆるブランコのようなものであったり、そういったようなものをかけていけたら
というふうに思っております。ただ、先般、所有者の方とお話しした中では、そういった
ような使い方をしてもらっても全然構いませんということは言っていただいておりますの
で、その枝ぶりにもよるでしょうけども、そういったようなこともあわせて検討させてい
ただければというふうに思っておるところであります。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）いろいろなとり方があって、ちょっと私と久城課長の、私もちょ
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っと計画等を見ておりませんので、若干違うのかもしれませんけども、先ほど話があった
ように、２００年の森という話をしたときに、やはり屋久島といいますか、本当に天然の
これほど立派な木があるんだ、日南町はこれだけの立派な木がたくさん林立してるんだと
いうふうなところでの見方をしていかないと、ハンモックをぶら下げたり、木に何かを打
ちつけてツリーハウスみたいなものをつくるというものは、多分、久城課長のほうも、そ
れから当然、皆さん方も考えられてないというふうに思っております。やはりネイチャー
ゲームというのは、多分この中でも詳しい方がおられますけども、木に抱きついてその木
の樹液を、木が水分を吸っている音を聞いたり、それから木の枯れ葉を踏み締めたり、ど
ういう生物が枯れ葉の下にいるのかというふうなことをしっかり学んで、木というものが
単年で育つのではなくて、長い年月たって育って立派な木になってるんだというふうなこ
とを学ぶ場であろうと、にしないといけないというふうに思っておりますので、余り構築
物というふうなことよりも、遊歩道のそばで木にさわったり、そして、やるとすれば、例
えば一つには、ツリーイングということがあって、木に、高いところに登るということは
あるのかもしれませんけども、余りそういうふうな、どういいますか、ツリーハウスとい
うふうなものの整備というのは控えたいというふうに思っておりますし、多分これは木下
さんのほうの気持ちもそういうお気持ちだろうというふうに私は認識をしております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）林業体験についてはどのような計画を持っておられます
か。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）どこまでできるかわかりませんけども、間伐とかこういうよ
うなことはできませんので、いわゆる下刈りのようなこと、いわゆるいずれにしましても
木のほうが、遊歩道の整備を兼ねた、そういったようなことをやっていただくということ
にはなろうかと思います。あわせて、いわゆるそういったような形で、ここまで大きくな
るまでの過程などをお話ししていただく中で、疑似体験などももしかしたらできるのかな
というふうには思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）済みません、ちょっと林業体験ということで、下刈りは当然もう
あれだけの木になりますと必要ありませんので、樹勢といいますか、どういうふうな下に
木が、当然全く下がかたいところではなくて、小さな例えばヤブツバキみたいなものが生
えとったり、それから種が落ちて、小さく大きくなってると、それを例えば抜いて、どっ
かへ例えば育てていくというふうな林業体験はできるというふうに思っておりますので、
そのような林業体験が可能かなというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）灌木を抜いて移植するというようなことは林業体験とは判
断をしにくいわけですけども、実際に林業体験なんてしないほうがいいと思いますよ、あ
れだけの林の中で。下刈りと言われますけども、あれだけの林の中に灌木があるのは自然
の姿で、逆に灌木がないような状態をつくるのはおかしいと思いますから、その辺は農林
課長も考えていただきたいと思います。
　あと、設計とか工事費の関係ですけども、歩掛かりを抑えたという説明がありました。
これ建設業協会からも、歩掛かりについてはきちんとやるように要望も来てますし、特定
の業者を決めたような話を、業者に頑張ってもらったんだという話がありましたけども、
これで歩掛かりを抑えるということについて、詳しく説明をお願いします。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、１社だけに見積もりをいただいたわけではありませ
ん。一番高いところはもう三百数十万というようないわゆるお見積もりでありますので、
非常に測量等々で設計に経費がかかるということではありました。そういった中で、一番
安いお見積もりをいただいたところに相談をさせていただいて、下げることができないだ
ろうかということで相談をさせていただいたような次第であります。したがって、決めて
るというわけではありませんし、正式な形での今後手続には入っていきたいというふうに
思っております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）建設課長、その歩掛かりの辺についてはどのような解釈を
されてますか。
○議長（村上　正広君）財原建設課長。
○建設課長（財原　　積君）林業と土木とは多少違うところがあるとは思いますけども、
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今ありましたように、見積もりをとって価格を決めると。それを査定するときに掛け率な
り、土木の場合は通常の基準書がありますので、歩掛かりを正式採用するという考え方に
しております。ですので、設計価格、予定価格をいかに正確に判断するかというのは、そ
の見積もりの内容なり積算基準を見て、トータル的に判断するということだと私のほうは
考えております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）設計委託にしても、工事請負にしても、やっぱり適切な価
格というのはあろうかと思います。
　それと、農林課長も町長もですけども、現地を実際見ておられますか。土質あたりから
して、機械を入れるか人力かわかりませんけど、表土を剥いで１メートルなり１メートル
５０の道をつくる。場所によっては砕石を入れるって言われましたけれども、非常に黒ぼ
くと粘土質のとこで、表土を剥いで平らにすることによって、すごく歩きにくくなる、雨
が降ったときなんかは。逆に、今のままで、歩くとこだけ刈ったほうがまだいいと思うわ
けですけども、その工法についてはいかがですか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）私は現地の中に入って見ております。今言われますような黒ぼく
の、杉をつくるには非常にいい土地だというふうに思っております。表土を剥ぐというよ
うなふうなことよりも、どっちかというと、今回の設計のものもあるわけですけども、ど
ちらかというと、土地なりにつくって、それに対してちゃんとした設計を後から加えると
いう形のほうが、言葉としてはおかしいわけですけども、適切かなというふうに思ってま
す。やはりせっかくの大きな木があって、それが真っすぐなところがつくれないから木を
切るというふうなことよりも、曲がったところの中で間を縫って、それを最終的には設計
として上げていって、図面として上げていくというふうなことが適当かなというふうに思
います。ある程度の急斜面のところについては、例えば若干の木を置いて階段状にすると
か、そういうふうなことも必要かというふうに思っておりますけれども、根本的にはやは
りトレッキングゾーンといいますか、木の中を歩いて、本当に上を見たときに木々の間か
ら青空が見えるとか、それとも、逆に鬱蒼としたときには、昼間であってもなおかつ暗い
というふうなことも含めた、やっぱりそういうふうな、せっかくの樹木というふうなもの
を生かしたものにしていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）そういうことになりますと、本当にこの設計費が要るのか
どうなのか。例えば包括契約で、施工業者に設計も含めて現地を見ながら指示を出してつ
くってもらうという方法で十分やれるんじゃないかと思いますけども、その包括契約、包
括請負契約等について、いかがですか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）最終的にはそういう形になるかもしれませんが、一応国の事業と
いうふうな形でありますので、一応設計としてのものは別に上げてほしいという要望も国
から来ておりますので、何らかの設計費というふうなものは上げる必要があるというふう
に思っております。最終的には同じ業者がとるというふうなこともあるかもしれませんけ
れども、何らかの設計費というのは上げる必要があるというふうに国のほうからも指導が
あっておりますので、それは御了承いただきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）今、町長が答弁いたしましたとおり、今、坪倉議員の御指摘
のあったような形での見積もりはとっております。ただ、結局それで林野庁のほうに協議
させてもらいましたけども、そぐわないということで、最近の話でありますけども。した
がって、やはり今のような形での設計、いわゆるあと、工事請負というのは分けざるを得
んかな、実際問題としては、御指摘のとおりだろうというふうには思いまして、そういっ
たような形で臨めないかという形での協議はずっと続けさせていただきました。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）国の事業、補助金を目当てという話で進んでおりますけれ
ども、本当にあそこに遊歩道、５５０メートルじゃなくてもいいと思うですけども、本当
に使える遊歩道をつくるに、国の補助事業、補助金半額がなくても、３６０万あればやれ
るんじゃないですか、地元施工という格好で。
　それが一つと、きょう初めて池の水とか水路という話をしましたが、木下家の山の中
で、そういった水路とか水の手当てができるんでしょうか。私はあそこの池の水路は、裏
側の田んぼから流れとる水路を使われとると、私はそういうことだと思いますけども、こ
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の遊歩道の整備にあわせて、水路整備をどのように考えておられますか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）一応、ありとあらゆる方法で今後そのあたりは詰めていかな
ければならないと思いますけれども、正直、現地を見ましたときに、厳しいかもしらんな
というふうにも思ってはみました。ただ、できれば今あるあの池に水が流れるようにでき
ないかなというふうに思ったのも事実ですし、そのあたりにつきましては、また業者と打
ち合わせをさせていただければというふうに思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）別にこの事業を単町費というふうなことで考えてるわけではない
わけであります。御承知のとおり、この成長化戦略というのは相当な大きな事業でありま
して、これをことし１年間、初年度なわけです。これの中で何らかのメニューを上げない
と、来年、再来年というふうなものがなかなかとれてこないということがあるわけです。
そこのところは単町でやったらどうかということは確かに一つはあるかもしれませんけど
も、私どもとすれば、ひとつ手を挙げて、日南町が成長戦略の中で、非常に短い繰り越し
の事業になるわけでありますけども、それはやりたいというふうに手を挙げないと、これ
は次の事業展開につながってこないというふうに思います。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）成長戦略モデル事業の中で、アカデミーのメニューを実行
されました、施設の改良とか。それから１月の時点で、チェーンソー１０台も買われまし
た。予算をかけられました。そういうことからして、言われるように、そのメニューには
既に入ってきとるわけですよね。逆に、モデル事業の中に計画をされておりますバークの
半炭化事業、事業計画上げておられますけれども、事業費配分がゼロになってます。こう
いうことからして、モデル事業全体のスキームとして、町長が先ほど言われるのはちょっ
と納得しかねるわけです。既に幾らかのものをされておるわけでありますし、枠という面
からいくと、アカデミーへの準備のものだって、チェーンソーだけでなくたって、ほかの
もんにも使うことができるわけですよね。本当に現地をどれだけ見られて設計をされよう
としてるのかわからないというとこもあって、なぜこの、それと、モデル事業の工程表の
中では３１年、３２年度に遊歩道の整備になっておった。それをカリキュラムをつくると
かなんとかっていうのも工程表の中にありますけども、そういったものを飛ばして、ハー
ドだけを前に持ってこられた。ちょっとスケジュール的にも十分ではないと思いますが。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）その件については一度御説明申し上げたというふうに思って
おりますけども、このたびアカデミー、いわゆるそれを新たに、一から全てつくるという
形で事業費を組んでおりました。それがいろいろ協議する中で、既存の施設の有効利用と
いう形になって、ハード事業の枠が大きく減りました。そういったような中で、国から
は、必ずではありませんけども使いなさいという、そういう指示がございました。そうい
ったような中で、いろいろ次年度以降計画しておるものについて、例えば高性能林業機械
の導入でありますとか、大建工業の工場の増設とかそういったもので臨みましたけれど
も、一応それらについて、基準を満たさないという形で、本年度については林野庁から
ＮＧが出ております。そういったような中で、残るのがいわゆる今回の遊歩道の整備事業
でありました。したがって、ソフト事業あたりとマッチングしないということが正直出て
きたところでありますけれども、いわゆるこういったような流れの中で、先ほど町長が言
いましたように、正直、執行に苦慮しとるところはあります。いわゆる国からは、逆に言
えば、枠がある、この枠を使い切るようにという形でありますので、そのあたりにつきま
しては、いろいろ大所高所から御判断いただければと思いますけれども、そういったよう
な苦しいところは正直あるのは事実であります。そういったような中で、５年間、いわゆ
る林業を成長産業化としていくために、いろいろ国とも協議しながら、事業配分も決めさ
せていただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）今、課長のほうも申し上げましたけれども、最初に事業化にな
って、当初計画しておりましたけれども、いわゆる国の事業の、先ほどメニューっていう
話も出てきましたけれども、それのマッチングができてなかったいう部分も一部あったり
して、計画を変更せざるを得なくなったいうところが担当レベルではありまして、じゃあ
それを、どういいましょうか、後段に計画しておりました事業を前倒しせざるを得なくな
ったという状況がありまして、今回、遊歩道についてはその一つだろうというふうに思っ
ております。ですから、本来は３０年度ぐらいに実際現場を見て、専門家も、どういいま
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しょうか、一緒に加わっていただきながら、どういうものがいいかっていうところを計画
を積み上げてからっていう流れを想定しとったわけですけれども、そういったところで国
との、補助金ベースも含めてですが、変更があったということでありますので、その辺は
御承知いただきたいというふうに思っておりますし、また、これからの進捗につきまして
も、同じようなことが出てくる可能性もあろうかというふうには認識しておる中で、しっ
かりと計画も見直しながら、皆さん方にも情報提供しながら進めていきたいというふうに
思っておりますので、よろしくお願いをしたいというふうに思っております。いずれにし
ても、国なり県なりと相談あるいは協議をしながら着実に進めていきたいというふうに思
っております。よろしくお願いしたいと思います。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）その点について、１１月末に国に変更申請というか、変更
の届けをされております。その時点からのスケジュールは変わってないと思いますけど
も、いろいろあるのかもしれませんが、あと１点、久城課長、池の水、水源、水路につい
て、非常に厳しいという認識を示されましたけれども、具体的にどういう厳しさというか
難しさっていうのは、どのように認識されてますか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）地元の方との十分なそのあたりについて協議ができてないと
いうところが、まず一番だと思います。そのあたりにつきましては、いわゆるまた近隣の
地権者の方との協議ということも必要になってくると思いますので、そのあたりにつきま
しては、ある程度設計が上がりました段階で、並行しながら、話を地元の皆さんとも詰め
ていき、あとは地権者の方とも、最終的には雪が解けた段階では林内を歩きながらルート
を決めさせてくださいということでお話もしておりますので、そういった形で進めさせて
いただきたいということで考えております。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）その辺の認識なんですけども、２００年の森の中で水源と
いうか、水路という話がありましたけれども、周辺の方とも協議っていうのは、そうなる
と必要になってくるんですか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）要らないというふうに思います。あそこの水自体が死んでる水と
いいますか、下に流れてる水ではありませんので、逆に言うと、長いこと使われなかった
水路をどういうふうにして復元するか、流れるようにするかというふうな難しさは非常に
あるかというふうに認識をしておりますので、またそれについては雪が解けてからしっか
り判断をしていきたいと思いますし、地元の方も詳しい方がおられますので、そういう方
も含めて検討してまいりたいと思います。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）ということは、２００年の森の中のみで完結しないという
ことなんですか。町長、最初にその森の中で水路とかっていうふうに言われましたけれど
も。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、いずれにしましても境界ということも出てくると思い
ますので、いわゆるそのあたりにつきましては、今の林内を歩かせていただいたりすると
きには、そのあたりについて、よそ様の土地に入らないようにという配慮は当然必要かと
いうふうに思います。その際、どういったような形で水を引くかということに関しては、
まだ、済みません、十分な議論ができておりませんので、もしかしたらそのあたり、隣の
地権者の方々にも協議をしなければならない状況も想定されますので、そのあたりについ
て、遺漏がないように努めてまいりたいというふうに考えます。
○議長（村上　正広君）１１番、福田稔議員。
○議員（11番　福田　　稔君）いろいろと話が進んでおりますけどね、町長が説明したと
おり、とおり言うたら変ですけど、あそこも、木下家も守らないけんと、山も守らないけ
んと。木の勉強会にはあそこばっかりだないだけ、出立もあるし、そういうとこでいきゃ
あいい、合った勉強の仕方があると思うんです、木に。そういうとこへ行って、それで、
今、水の件が出ましたけど、あそこは前は池があっただけえ水が出とるでしょう。そいつ
を今度探っていって掘っていくでしょう。その程度でしょう。もしくは、水利があれば水
利の話せにゃいけん、地域の人と。だけ、前はあそこ水出とったはずです、たしか、わし
のこまいときには。だけ、それをここで、あれをいいだもな、いいだけど、経済でずっと
話ししとるでしょう、そげなことの話は、経済で、委員会で。委員会で話しして、ここで
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ぼんぼんぼん言っとったって、ちゃんと経済で話しするべきでないか、もっと詰めていく
べきでないか。ここで久城課長あげだこげだって、経済で呼んで話ししとるわけだけえ。
その内容をはっきり課長が説明すりゃいいだ、ここでみんなに。こげなこと言いました
と。それで経済のほうの人が納得したわけだけえ。しとらんだか。（発言する者あり）
○議長（村上　正広君）答弁は要りますか。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）いろいろ議会の中でも御意見があるというふうに思っております
し、私どもの中でもまだ現地を見た人間やいない人間もおるというふうに思っております
ので、いろいろ不都合もあるというふうに思っております。しかし、やはり先ほど申しま
したように、せっかく国の中で１６のモデル事業をとりました事業でありますので、国と
しては何とか使ってほしいということについても、これは自主財源の少ない町としては、
これをうまく利用して、日南町の林業をやるんだと、頑張るんだというふうなことであり
ます。本来的には、高性能機械を出したわけでありますけども、まだいわゆる利用率が少
し低いということで、今回、仕方なくこの事業はどうか、この事業はどうか、この事業は
どうかということで出したときに、木育のこの２００年の森ならやってもいいですよとい
うふうに言われましたので、非常に担当課長のほうも苦慮しておるところでありますけど
も、しっかりしたものをしていきたいというふうに思っておりますので、いろいろな御意
見はあろうかというふうに思っておりますけども、ぜひとも御協力もいただきたいと思っ
ておりますし、先ほど水利の話もさせていただきましたけども、地元の方にも御協力をい
ただいて、しっかりした水路なり池の整備もできる限り費用をそんなに使わずに、地元の
方々にも御協力をいただきながらやっていきたいというふうに思っておりますので、御理
解を賜りたいと思っております。
○議長（村上　正広君）１０番議員も１４６ページについて。
○議員（10番　古都　勝人君）今の。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）今も同僚議員からお話がありましたが、教育委員会初め、
関係部署の執行部の皆さんも、議員も、明許繰り越しになるわけですから、雪が解けた段
階で現地踏査をして、その後、いい案になるように協議をいただくというようなことがい
いんではないかと議会の立場上思うわけであります。
　それと、木育の話が出ておりまして、教育委員会さんのほうではまだ個別の云々という
お話がありましたが、これは住民課長か企画課長かわかりませんが、たしか条例による指
定木が阿毘縁には非常に多いと思っております。大原のイトヒバの大木、解脱寺前のモミ
の木、大菅のイチイの木等々、非常にそういった珍しい木があるわけですから、木育でな
くても、例えば名木ラリーとかいうような形が組めれば、非常に今、２００年の森だけに
目が行っておりますけども、そういったラインでの利活用等をやれば非常にいいんではな
いかと思いますが、どうでしょうか。企画課長。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）御指摘のありました日南町の景観条例にあります、いわゆる
名木の選定の件だと思います。指定はしておりまして、なかなか、パンフレット等では御
紹介をしておりますけども、いわゆる観光活用でありますとか、そういった部分を近年で
きてない部分もあります。今回、木下家とその裏山、セットで魅力あるエリアができると
いうふうに思っておりますので、それらもあわせて、広い意味での木育とあわせて観光利
用ということも考えていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）いろいろ議論を聞いていて、例えば今の２００年の森もい
いけども、話を総合してみると、下手に手を加えないほうが、いろいろ地元の議員の意見
にもありましたけども、一番いいんじゃないかな。人が歩く道とけもの道とあるわけだけ
ども、歩き道程度で、人が歩けば必ず草は生えないわけですから、誰かが歩いていれば草
は生えません。そういうのを維持していく程度で、最小限の経費で、そこが知恵の出しよ
うだと思うんです。そういう法線のとり方をすれば、歩き道として十分やれるというふう
に私は思いますし、むしろそのほうが成功するのではないかなというふうに、下手に手を
加えないほうがいいというふうに思いますし、先ほど同僚議員からあった、例えば日南町
の日野上の旧日野上小学校のイチョウの木が一応１００年と言われています。そういうの
でも、やっぱり観光の力はあるわけですよね、ライトアップをされて。あらゆる木をやっ
ぱり大切にしながら、観光にも役立てていくということも考えていただきたいというふう
にあわせてお願いをしておきたいと思います。以上です。
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○議長（村上　正広君）答弁はよろしいですか。いいですか。
　９番、足羽覚議員。
○議員（９番　足羽　　覚君）私も久代議員と同じような、ちょっと意見なんですけど
も、基本的にはやっぱりシンプルにやったほうがいいと思います。水路がどうのこうの、
水を引くとか、そういうことは余り考えずに。（発言する者あり）違うんですか、済みま
せん。一番、整備をして感じるのが、まず２００年の森の、例えば木の大きさを見て感動
するとか、あとは特に５月とか８月とか、あったかい時期に特に行って、その涼しさを感
じて、何というんですかね、森林浴、そういうのを体中に浴びることができると。一つの
心のリハビリみたいな、そういうこともできるんじゃないかなと思います。ですから、そ
んなに何やかんやつけずに、本当に自然を感じる、自分ちょっとネイチャーゲームとかし
てるんですけども、その中で、いろんなゲームはあるんですけども、例えばちょっとした
動物がおったり、鳥がどんな鳥がおるかとか、そういうのを肌で感じる、そういうような
ことを子供たちにもしっかり見て、聞いて、感じて、五感でいろんな自然を感じ取れるよ
うな、そういうような遊歩道ができたらいいなと思います。以上です。
○議長（村上　正広君）答弁はよろしいですね。
○議員（９番　足羽　　覚君）いいです、結構です。
○議長（村上　正広君）今の１４６ページの件につきまして、ほかにはありませんか。
　それ以外のところで。
　１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）さっきの水田農業確立対策事業で、執行経費のところに担
い手確保経営強化支援事業２分の１、５００万とあるわけですが、私もちょっと途中補正
で上がっとったかどうか覚えてないんですが、たしか当初予算にはそのような事業がなく
て、逆に、いわゆる農業経営法人化等支援事業費というので８０万上がっておったと思う
んですが、これはいつの段階で計上されたものか、教えていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）これは平成２９年度農林水産関係の補正予算で上がってきた
ものであります。いわゆるＴＰＰの関連政策大綱に基づく施策の実施ということで２月に
出てきたものでして、急遽、国の事業のほうに繰りかえたというものであります。該当さ
れる方、候補者としては２人おられましたけれども、１人の方については若干ポイントが
足らなくて不採択になり、いわゆる１名の方、法人でありますけれども、トラクターの購
入が認められたということで、ただ、今の時期でありますので、繰り越しのほうで対応さ
せていただきたいというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）やはり、そういうことがあるのなら、そういうことが起こ
ったときにいわゆる公表といいますか、されないと、そういう事業があったら自分もした
かったのにわからなかったというようなことがあってはいけないと思うんですが、そこら
辺の手だてはどのようになされましたか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）これにつきましては、いわゆる次年度、単県で臨まれようと
しとったものであります。それを今回、国のこういったような事業が出てきましたので、
いわゆるＴＰＰの関連で、県のほうも、国の事業があるのはできたら国を使えということ
がありますんで、それで２９年度に前倒しをさせていただいたという経緯でございます。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）類似した件で、一回議会でも話を伺ったわけですが、単県
事業でいわゆる５ヘクタール程度のとりあえず経営をするものについては補助するという
事業があって、手を挙げられた方があったんですけども、いわゆる審査にもかからない、
役場のテーブルの上で落ちたという実態があるわけです。そういう方にも、こういう事業
があるのならやはり紹介をして、こういう事業ができたから乗らんかという話はされるべ
きであって、たまたま農林課の課長さんはかわられたわけで、そこら辺がつながってない
のかなとも思いつつ、今、発言をさせていただいておりますが、今後については、特にそ
ういう前例がある場合には、その方にまた紹介等もしていただきたいものと思いますが、
どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）今回の件につきましては、３０年度でも計画をなされとった
というプランが上がっとりました。それについて、いわゆる単県で臨もうとしとったとこ
ろ、国のこういう予算がついて、それを前倒しをさせていただいたという形でありますの
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で、若干ちょっとケースは違うかなというふうに思います。
○議長（村上　正広君）５番、近藤仁志議員。
○議員（５番　近藤　仁志君）１４３ページのトマトの選果場の利用促進事業が１２５万
７，０００円の減額となっとるわけですけど、７００万の当初予算に対して１２５万
７，０００円の減額ということで、これは償還実績が減ったのか、それとも利用者のあれ
が減ったのか、どちらの要件でこういう減額になったのかお示し願いたいと思います。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）これは、ここにも書いておりますように、実績見込み、当初
のほうではこれぐらいという形で想定しておりましたけども、ことし、トマト自体の売り
上げにつきましては、過去２番目に高い数字になりました。ただ、収量につきましてはい
わゆる過去最高というようなことでは全然なくて、全体としては下がっとる、いわゆる単
価が上がったためというふうに聞いております。したがって、ここに上げてますのは、い
わゆる出荷量が想定より少なかったということであります。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）１４４ページ、町造林事業についてのお尋ねでございま
す。２２３万５，０００円の減額になっておりますが、この分収造林における配当金につ
いて、実績見込みによる減額ということですが、より詳しくお尋ねをしたいと思います
し、その下段にあります、財源のところの中段、搬出事業補助金はマイナス３５万円でご
ざいますが、上段の県の造林事業補助金は大幅な減額になっております。このことについ
ての説明をあわせてお尋ねをいたします。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、分収造林についてでありますけども、これにつきまし
ては、御承知のとおり、これぐらい材が間伐出るだろうという形で当初組ませていただき
ますけども、実際にいわゆる径が少なかったりしてというような形で、どうしても相差は
出てくる、それがちょっと大きいのかもしれませんけども、それが２２０万まで膨らんだ
ということだと思います。
　あと、鳥取県の造林事業費補助金等々につきまして、済みません、この詳細につきまし
て、今、減額理由を十分に御説明させていただくことができませんので、これにつきまし
ては改めて資料提供をさせていただければと思います。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）お尋ねの趣旨は、搬出は行われたけれども、その搬出補助
金は当初の予定どおり搬出されたけれども、その造林のほうについては予定どおりいかな
かったかということがお尋ねしたかったので、また後ほどで結構ですので、教えていただ
きたいと思います。
　それと議長、繰越明許費についてなんですが、質問するところがなかったので、この農
林課のところの町有林に関係して繰越明許が出ております。これについての質問もよろし
いでしょうか。
○議長（村上　正広君）はい、どうぞ。
○議員（２番　山本　芳昭君）この繰越明許費の中で、町造林事業の中で、５，５５５万
ですか、繰越明許繰り越しをされておりますが、大幅な繰り越しだと思います。この理由
についてお尋ねをいたします。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、この３件でありますけれども、大原山、大林山、出立
山について、３件の繰り越しであります。出立につきましては、これはさきの議会のほう
で承認いただきました、いわゆる出立山の社会体育館の材を搬出するために、ぎりぎりに
なって、翌年度予定しておりました皆伐を、いわゆるこれにつきましては、２９年度に前
倒しをさせていただいて、皆伐のみ、新植等々については次年度という形で出したもので
あります。あと、大原山、大林山につきましては、大原山につきましても、これは目的に
つきましては社会体育館の建設に材を回すためで、形であります。今の形で材のほうは出
ておりますけれども、新植まで持っていけないという形で、その次の大林山につきまして
も、いわゆる新植が不可能であるということで繰り越しをさせていただいております。理
由といたしましては、７月ぐらいの工事発注になってしまいまして、やっぱり工事発注の
おくれが一番大きいこの上の２件につきましては、要因であるというふうに考えておりま
す。それらにつきましては、新年度からはできるだけ早く、５月ぐらいにでも発注できる
ようにまた努めたいと思います。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
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○議員（２番　山本　芳昭君）７月の発注は遅かったということでしょうか。私、素人で
すが、梅雨時期は大体、伐採、木を切ることを控えて、材の値段も下がるということであ
りますので、実際、自分の家の木を切るときには、多分梅雨を過ぎてから切るというふう
になって、今、私が思っとったのは、もっと発注が遅かったのではないかなというふうに
思っておりましたが、７月に発注をされとって大幅におくれるっていうのは、ちょっと理
解に苦しむところではございます。もう一度お尋ねをいたします。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）もう一度確認はしますけれども、担当のほうからは、もしか
したら８月ぐらいだったかも、いわゆる工事発注がおくれたために繰り越しをせざるを得
なかったという報告はもらっております。ただ、ここが６．１ヘクと非常に大きい面積で
すので、そのあたりも影響するかなと思いますけども、もうちょっと済みません、遅かっ
たかもしれません。ちょっと発注時期につきましては、改めて確認させていただきます。
○議長（村上　正広君）２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）また、今すぐというわけにはなりませんので、教えていた
だきたいと思いますが、このことに限らず、往々にして発注、この農林課の事業だけでは
なくて、この繰り越しの関係は発注がおくれたということがかなり影響しておるのではな
いかなというふうに思っております。
　これは私の思いになってしまうんですけれども、町長のお考えをお聞きしたいんです
が、もう少し早く発注をされて、繰り越しがないようにしていただきたいと思いますが、
いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）これは特に発注につきましては、建設課長のほうがしっかり認識
をしとりまして、常に三半期か四半期ごとに発注状況を公表しております。それによっ
て、ある程度各課においても発注がおくれてるとか、発注を早めてほしいということは常
に課長会議等で申しております。一つには、補助金等の関係があって、事前着手が非常に
厳しくなってきておりますので、それができない。なかなか交付決定、逆に言いますと、
国、県に申請をして、それから承認が来ないと発注ができないということがございますの
で、それによって、例えば１０月になったりするというふうなケースもあります。
　それともう１点は、ことしは特に多いわけですけども、災害等がなりますと、これはも
う完全に繰り越しになってしまいますので、そのようなことも出てきているかなというふ
うに思っておりますけども、どちらにしても、できる限り繰り越しがないようにしていき
たいというふうに思っておりますので、建設課長も３月３１日まで本当に一生懸命、土曜
日でも本当に出て完成検査をしてもらってますので、他の町であったような、次年度に闇
繰り越しをするというふうなことがないように、しっかり管理をしてまいりたいと思って
おります。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）１４０ページのブランド化事業ですけども、１７０万、６
次化補助金が減額になってますが、多分これ当初で、前年度からのプランの継続分だと思
いますけども、ちょっと間違っとったら申しわけありませんが、そこが１７１万
３，０００円のうち１７０万減額されております。１万３，０００円残っとることについ
てどうなのかということもあるし、なぜこの継続プランが中断をされたのか。農林課とし
てどのように事業推進をされてきたのか、説明をお願いします。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、この事業委託費でありますけども、町のほうといたし
ましては……（「補助及び交付金」と呼ぶ者あり）６次化のほう、済みません。６次化・
農商工連携総合支援事業でありますけども、これにつきましては、事業実施見込みがなか
ったということでは聞いておりますけども、済みません、そのあたり、中途の経過につい
ては、十分把握できておりません。そのあたりにつきまして、なぜだめになったかという
ことにつきましては、また確認をさせていただきます。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）今も継続、前年度から取り組みをスタートされとって、２
年目か３年目かわかりませんが、途中で中断をされたということについて、また説明をい
ただきたいと思います。
　それから、次のページですけども、多面的機能支払い、総額で１，３８０万余り減額に
なってます。この事業、いわゆる農業の場面で産業政策ではなくて地域政策として国が働
きかけをしておる事業なんですけども、なぜこういう減額になったのか。事業推進につい
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て、農林課はどのように推進をされましたか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、これにつきましては、新規見込みで当初予算のほうで
１，３４５万８，０００円見ておりました。いわゆる実際に新規の取り組みをしていただ
ける、その活動ができなかったということであります。したがって、そのあたりにつきま
しては、次年度以降、新規に本当、この事業に取り組んでいただけるところが出てくるよ
うに取り組みたい。ことし１年の反省を踏まえてでありますけども、そういった中で、現
在検討しておりますのは、県内では三朝町さんのほう、一番最初は山口県の田布施であっ
たと思いますけども、いわゆるこの多面的を町内での一本化、そういったような形で取り
組んどる事例がございます。そういったような形をする中で、こういった、事務作業はな
かなかなれない、ただ活動はやってみたいというような形で、いわゆる多面的のこの活動
に取り組んでいただけるエリアが少しでも広がるんではないかというふうに思っておりま
して、一応、一つの、まだ決定ではありません。皆さんに御理解、御協力は必要になって
まいりますけども、次年度に向けましては、三朝町のほうで研修をさせていただいたりし
て、いわゆる一本化に向けた活動ができないか、そういったような中で新規の取り組み、
エリアを広げれないか。そういったような形で、また説明会等々を次年度は開いていきた
いというふうに思っております。ことし減額しましたのは、新規の取り組みが一切できて
いなかったということであります。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）次のページの中間管理事業の減額にもかかわりますけど
も、本当に、新規の取り組みの話が持ち上がったけども、結果として成就しなかったとい
う。農林課として各種施策、たくさんあるわけですけども、現場に出られる機会が非常に
少ないと感じてます。多面的機能の話し合いでも、現地に出かけてやりませんか、やりま
しょうよという話しかけ。この中間管理事業の人・農地プランもそうです。本当に現地に
出られずに、用事があれば役場に出てこいというような姿勢が非常にあちこちで見受けら
れる。それは農業委員会も同じですけど。でも、農業委員会は結構出ておられます。申し
わけありません、言葉が。農業委員会、結構、職員も委員も動いておられますけど、農林
課、本当に現場の感覚が少ないんではないかと思います。中間管理事業の集積協力金、機
構集積協力金も、どうしてこれだけ当初見込みから少なくなったんですか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、この事業につきましては、担当のほうは農業委員会と
仕事を兼務しておる職員が頑張ってやってくれております。そういったような中で、現地
のほうには一生懸命出とるというふうに思っております。ただ、あとの職員もずっと机に
おるということなく、できるだけ出るようにというふうに、私のほうの指導が十分できて
ないところは反省させていただきまして、できるだけ現地には出るようにしてまいりたい
というふうに思っております。
　ここに一応、理由といたしましては、いわゆるその利用権の設定というのが見込みより
少なかったということであります。そのあたりにつきましては、今後さらに利用していた
だけるような取り組みへと結びつけていきたいというふうに思います。
○議長（村上　正広君）３番、坪倉勝幸議員。
○議員（３番　坪倉　勝幸君）この交付単価の減額っていうのは、どういう意味ですか。
○議長（村上　正広君）県による交付単価の減額という書き方がしてあるけど、それはど
うですかという。
　久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）この件につきましては、いわゆる地域の集積に対して、２割
から５割、５割から８割、それから８割を超えるという形で、３段階に分かれておりま
す。それについて、新規の担い手といわゆる新規の担い手以外の形で、また金額も違っと
ります。そういったような形で、年間の総事業費が決まっとりまして、そのあたり、いわ
ゆる手が挙がる数によって若干そのあたりが当初の設定より下がったりいたします。その
あたりにつきましては、流動的な要素があるということで御理解いただければというふう
に思います。そういったような中で、ことしにつきましては７カ所で取り組んでいただい
ております。そういったような形で、今後どんどんふやしていければというふうに考える
次第です。
○議長（村上　正広君）９番、足羽覚議員。
○議員（９番　足羽　　覚君）１４１ページになりますけども、鳥獣被害対策事業ですけ
ども、これも７００万から減になっておりますけども、特に対象地区の減ということで、
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当初１２地区あったのが、今度は６地区に減ったということでありますけども、これは当
初１２地区の計画があって、それが６になったということでしょうかね。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）一応、取り組もうとされたけども、最終的にこれだけになっ
たということで、そのあたりはいろいろ事情があろうかと思いますので、済みません、そ
こまでは確認しておりません。あとは頭にありますように、いわゆる入札によります事業
費の減という形であります。
○議長（村上　正広君）９番、足羽覚議員。
○議員（９番　足羽　　覚君）多分、地区によっていろんな原因があろうかと思いますけ
ども、昨年、自分のところの部落でもワイヤーメッシュの張る作業をいたしました。ま
ず、そのワイヤーメッシュが来るのがどうしても稲刈りが終わってからになるんですけど
も、結構遅くて、雪が降るまでの期間というのがあっても２カ月ぐらいしかなかったんで
すけども、結構時間がかかって、ひょっとしたらその辺の期間がないとか、そういうよう
な理由とかもあったりもするんでしょうかね。それとか、やってみてわかったんですけど
も、非常にやっぱり高齢化になっておりまして、部落でやっても、出る人がある程度限定
してしまうと。もうやる人が偏ってくるというような格好で、やっぱり非常に厳しいとい
うような状況がありましたけども、何かそういうような、減ったということは特に調べら
れてはいないんでしょうか。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、今御指摘のあったような理由でやめられたということ
ではないというふうに認識しております。あと、設置について、一番やはり苦慮されてお
られる。中には学生ボランティアでやっておられるところがあるというふうに聞いており
ますし、宮田のように共生の里事業で取り組まれたところもあります。そのあたりにつき
ましては、いろいろ各地域で工夫をされて、設置していただいとるものというふうに思っ
ております。中には県の職員までサポートに行ったところもあるように聞いておりますの
で、そういったような形で私たちのほうもいろいろ配慮をさせていただいておるつもりで
はあります。ただ、今、聞いております中では、いわゆるそういったような形のおくれで
諦められたというようなケースはないというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）済みません、旨い野菜の里づくり事業の、いわゆる田んぼ
の整備し直すということで、当初は３０万の予算が５８万７，０００円の増額になって、
約３倍にふえておりますけども、主にどこら辺でそれが実施されたか、わかれば教えてい
ただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）済みません。ちょっとどこのエリアかというのは、今データ
がありません。また後で報告させていただきます。
○議長（村上　正広君）ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は４時２０分とい
たします。
　　　　　　　　　　　　　　午後４時０９分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後４時１８分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き、会議を再開いたします。
　先ほど皆さん方のほうからありました繰越明許の関係、それから６次産業化の関係、そ
れと造林の発注時期のおくれ、これについて農林課長のほうから説明をいただきたいと思
います。
　久城農林課長。
○農林課長（久城　隆敏君）まず、１４０ページであります。６次化・農商工連携総合支
援事業の１７０万の減でありますけども、一応、要望を出していただいておりました業者
のほうから、最終的には今ある機械で代用できるということで、いわゆる事業体が手をお
ろされたという、大きい理由がそれであります。したがって不要になったということであ
ります。
　それからあと、田んぼの汎用化による園芸産地拡大支援モデル事業、これでありますけ
ども、該当される方は予定されていた方以外に３人から手が挙がっとります。その３人の
方の分に係るエリアとしては、福栄、花口、笠木であります。それによります増でありま
す。一番大きいのは、ネギを生産される方が４２万９，０００円ということで、一番大き
い金額になっております。
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　あと、もう一つ、鳥取県の造林事業費補助金でありますけども、持ち出し支援の単価改
定が行われまして、立米３，０００円が立米２，８００円に落ちたこと、これが一番大き
い理由であるということでありました。
　あと、もう一つ下の間伐材の搬出等の事業費等補助金につきましては、いわゆる事業量
の減ということであります。
　あと、繰り越し事業の中で触れさせていただきました発注の関係ですけども、７月２７
日に契約をしております。一応７月には終わっております。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。先ほどの質疑の関係で、後から答えるという部
分につきましては、以上３点。よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）
　そういたしますと、次に、１４７ページから１５３ページ、建設課について質疑を許し
ます。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１５４ページから１５６ページ、教育課について質疑を許
します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）平成２９年度日南町一般会計補正予算（第８号）について、全体
的に質疑漏れがあれば、これを許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で議案第２３号の質疑を終わります。
　次に、１５７ページから１５８ページ、議案第２４号、平成２９年度日南町国民健康保
険特別会計補正予算（第４号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１５９ページ、議案第２５号、平成２９年度日南町簡易水
道事業特別会計補正予算（第４号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１６０ページ、議案第２６号、平成２９年度日南町農業集
落排水事業特別会計補正予算（第２号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、１６１ページから１６４ページ、議案第２７号、平成２９
年度日南町介護保険特別会計補正予算（第３号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　　　　〔質疑なし〕
○議長（村上　正広君）次に、１６５ページ、議案第２８号、平成２９年度日南町介護サ
ービス事業特別会計補正予算（第１号）の質疑を許します。
　７番、久代安敏議員。
○議員（７番　久代　安敏君）タブレットの１０４ページですね。１０３から１０４の歳
入歳出の補正です。これも経済福祉の常任委員会で説明がありましたが、町長、きょう本
会議でおられるので、この諸収入の２，７９５万３，０００円を減額補正をされておりま
すが、当初予算では同額が諸収入に計画されております。昨年、一昨年と２年間にわたっ
て繰り延べだという処理の仕方をされるということでしたが、今回、改めて日南福祉会の
経営状態を見て、こういうふうに補正をかけられたわけですが、これについての考え方を
まず明らかにしていただきたいというふうに思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）一応、原則的にはことしも繰り延べというふうには考えておりま
す。ただ、今の状況を見る中で、日南福祉会の決算状況等を見る中で、黒字が多分出ない
のではないかなというふうに思っとります。昨年、一昨年については繰り延べをした中で
また黒字が出て、税金を払ったりしたいうケースもありますけども、確実にそれが超える
ということであれば、もはや減免するしかないなというふうに思っております。これはい
わゆる税制上、税金の申告のほうでもそういうふうな形のほうが適正かというふうに思っ
ております。
　ただ、前々から申しておりますように、その費用がただ単に赤字だというふうなこと、
そして経営の中での経常経費に充てられるということでは、いつまでたっても今の現状の
福祉会の状況としては変わらないというふうに思っとりますので、根本的にはそういう経
費については、人材育成、それから経営改善、そういうふうなことに充当していただきた
いということを申しておるところであります。最終的にはもう少しありますけども、年度
内には最終的な決断をしたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）７番、久代安敏議員。

ページ(46)



日南町第２回定例H30年３月２日
○議員（７番　久代　安敏君）過年度分については、いまだに繰り延べだという考え方で
おられるわけで、今年度も最終的な結論はまだ若干の時間があるということですけども、
やはり私は、この際、日南福祉会とのいわゆる利用料の契約のあり方、私は当初から、過
疎債や介護サービス債の建設事業費の起債部分を利用料として払ってもらうという考え方
そのものも含めてやっぱり考え直すべきだと思うし、それからもう一つは、同僚議員の中
からでも、一応決めたことは決めたこととして繰り延べとしておくべきだと。それで、新
たに始める就職支度金とかの制度はやっぱり町として予算措置を組むということのほうが
わかりやすいではないかという意見も同僚議員の中からもありますけども、これについて
も、やっぱりはっきりした考え方を３月いっぱいには、もう３年連続ですから、示さなけ
ればいけないというふうに思いますが、その話は日南福祉会も含めて、どのようになって
おるのかということをお聞きします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）基本的には、当初の段階でいわゆる町が建てた建築、建物です
ので、それを日南福祉会のほうに指定管理という形ではありますけども運営委託をしてる
という状況からスタートしております。ですから、一般的に捉えますと、民間事業が多く
の介護事業、保健事業を全国で展開されておりますけども、直接的な行政がやるっていう
ことは事業所はほとんどなくなっておりまして、指定管理というような形の中でやってる
ところはもちろんないとは言えませんけれども、多くが民間の、自分が建てて自分が運営
してという流れが主体的であります。そういうことも鑑みますと、当初の段階では、やっ
ぱりある程度の使用料的なところはいただくっていうのが原則論だろうというふうな気持
ちでスタートをしております。かつ、その中でやっぱり、とはいいながら、地理的なこと
だとかいろんなことがありますので、それと、やっぱり介護保険事業の運営自体もそんな
にがばがばもうかるというような事業ではもちろんありませんし、御案内のように単価は
もう国のほうで決めてありますので、そういう状況の事業でありますので、そういうこと
も鑑みながら、やはり若干ではありますけれども、下げた形での使用料の積算方法という
ことでスタートしてきておるところであります。
　御案内のように、３年に１回、介護保険というのが報酬改定がありまして、全体でいえ
ばそんなにどんどん上がってるわけでもなくて、むしろ横ばいだったり、年っていうか、
３年に１度、マイナスの改定ももちろんあってる経過があります。実際、次期は、この間
申し上げましたように０．５４％ぐらい、全体平均では上がるような予定にはなっとりま
すけれども、それは事業所によっていろいろあろうかなというふうに思っとりますので、
スタンスとすればそうだというふうに思っとります。ただ、最近ですが、２４年以降につ
いての新しい修繕だとか、機械の購入だとかっていうものにつきましては、現在、加えて
ありませんので、現在の基本的なところは当初の段階、あるいはあさひの郷の段階までが
使用料の額の積算の内容になっておりますのでという状況を御承知いただきたいというふ
うに思っとります。
　猶予が２年、ことしが３年目という話ですけれども、冒頭言いましたように、やはり経
営的なところも、人材不足っていうところが一つの要因はあろうかなというふうに思っと
りますけれども、厳しい状態にあるっていうのは承知しとりますし。自助努力の範囲でど
こまでできるかっていうところもあろうかなというふうに思っとりますけれども、そうい
ったことを勘案して、猶予という形を２年とらせていただいて、今年度に至ってるってい
うところであります。冒頭、町長のほう言いましたように、赤字のほうがことしの場合は
想定されるという現場の声を聞いておりますので、そういうところになったときには、こ
としの場合は免除にしたらどうかというのを、今、考え方として持ってるっていうところ
でありますので、将来的にわたってっていう話になりますと、あくまでも原則は原則で貫
くべきだろうというふうに思っとりますが、とはいいながら、現実的には難しい側面もあ
るっていうことも承知しておりますので、自助努力にさらに頑張っていただきたいという
ふうに思ってますし、原因の一つが人材不足ですので、そこにつきましては行政も一緒に
なって支援をして、事業の安定的な運営と利益に対する支援になればというふうに思って
るとこであります。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）私が若干意見を先回言わせてもらったわけですが、今、説
明がある意味合いは非常によくわかります。けれども、貸方、借方のいわゆる行政として
の物事の管理でありますので、やはり減免でなくて繰り延べにしておいて、たとえ同額で
も支援をするならば、当然、本当に同額であっても、それは補助金という形で出して、実
績を見させていただく。これで減免すると、この金がどこに行って、どのように使われた

ページ(47)



日南町第２回定例H30年３月２日
か、どれだけの成果があったかというものが見えなくなります。それと、もう一つは、
今、中途で大変だとは思いますが、いわゆる財政再生をやりたいという意欲で、いわゆる
理事長以下頑張っておられるわけで、それは支援するに値すると思いますので、本当はや
はり繰り延べにしておいて、これだけ金が要る、こういうことに、人材確保にこれだけ要
るというようなものは改めて支援をしていくと。これが本当の会計システムだと私は思っ
とりますので、そういう点についてはどのようにお考えか、伺います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）非常にありがたい言葉でありまして、私も今のような考え方で根
本的にはおるところであります。そうしませんと、いわゆる丼勘定で、もうかったときは
自分のもの、もうからないときは町にお願いをするというふうなことでは、やはり経営は
成り立たないというふうに思っとります。幾ら介護の施設であろうと、福祉の施設であろ
うと、やはり経営感覚というのは必要だというふうに思っとります。それと、やはりもう
１点としては、それと反対に、日南町の介護を担っていただいている施設でありますの
で、その辺も加味しながら、先ほど今、言われましたように、ある面では補助金的なもの
でやって、人材確保的なものについても、例えばそれは町が負担をするとか、既にいろん
な施設の改修については町が負担をして、過疎債も充当しながら町が負担をしてるわけで
すので、その辺はその辺として、それを甘んじてもらっても困るというふうに思っており
ますので、今言われますように、経営は経営として、ちゃんとわかるような形でのものは
論議をしていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、古都勝人議員。
○議員（10番　古都　勝人君）その認識を持っておいていただくことは大切だろうと思い
ますし、町と関係のあるいろいろな団体、いろんな施設あたりとの均衡という問題も当然
生じてくる話だと思います。ぜひ、月末に向けて状況を把握されまして、いわゆる過去２
年間は、この特別会計については私も賛成討論をした経過もあります。いわゆる福祉会と
町との話し合いによってなされてきたことでありますので、そこら辺はもう一度肝に銘じ
た判断をお願いしたいと思います。
○議長（村上　正広君）答弁は。いいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）
　次に、１６６ページ、議案第２９号、平成２９年度日南町後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）次に、議案第３０号、平成２９年度日南町再生可能エネルギー発
電事業特別会計補正予算（第１号）の質疑を許します。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）議案第２４号から議案第３０号について、質疑漏れがあればこれ
を許します。
　２番、山本芳昭議員。
○議員（２番　山本　芳昭君）どういうふうに質問したらいいか、ちょっと悩むところで
ありますが。
○議長（村上　正広君）何ページ。
○議員（２番　山本　芳昭君）１２月の定例会におきまして、日南病院に８億円の基金を
創設するということを議決したと思いますが、この補正予算の中に、その８億円というと
ころが出てきません。監査委員さんのところの報告に、１月までの日南病院の検査報告書
がございます。そこに２０億円の合計金額がまだ日南病院のほうにはありますので、その
ことにつきまして説明をしていただければというふうに思いますが、いかがでしょうか。
○議長（村上　正広君）花倉会計管理者。
○会計管理者（花倉　幸江君）今おっしゃった８億円につきましては、２月２８日に病院
のほうから日南町の会計のほうに入ってきまして、同日で基金のほうに積み立ての処理を
いたしましたということです。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）以上で補正予算関係８議案の質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第２３号から議案第３０号までの
補正予算関係８議案は、審議の都合により、本日は質疑までにとどめたいと思いますが、
これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第２３号から議案第３０号
までの８議案は、質疑までにとどめることに決定をいたしました。
　　　　─────────────・───・─────────────
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　日程第３２　議案第３１号　から　日程第４０　議案第３９号
○議長（村上　正広君）タブレットの平成３０年度予算書ファイルをお開きください。
　日程第３２、議案第３１号、平成３０年度日南町一般会計予算、日程第３３、議案第
３２号、平成３０年度日南町国民健康保険特別会計予算、日程第３４、議案第３３号、平
成３０年度日南町簡易水道事業特別会計予算、日程第３５、議案第３４号、平成３０年度
日南町農業集落排水事業特別会計予算、日程第３６、議案第３５号、平成３０年度日南町
介護保険特別会計予算、日程第３７、議案第３６号、平成３０年度日南町介護サービス事
業特別会計予算、日程第３８、議案第３７号、平成３０年度日南町後期高齢者医療特別会
計予算、日程第３９、議案第３８号、平成３０年度日南町再生可能エネルギー発電事業特
別会計予算、日程第４０、議案第３９号、平成３０年度日南町病院事業会計予算、以上、
平成３０年度予算関係９議案を一括議題といたします。
　各案につき、提案者から提案理由の説明を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）議案第３１号、平成３０年度日南町一般会計予算。
　歳入歳出総額それぞれ６４億８９６万３，０００円とするものでございます。債務負担
行為、また地方債につきましては、別途表を上げております。一時借入金につきまして
は、最高限度を１２億円としておるとこであります。歳入予算の流用につきましては、た
だし書きによりまして、過不足を生じた場合に上げるものでございます。また別途予算説
明附属資料を参照いただきたいと思っております。
　続きまして、議案第３２号、平成３０年度日南町国民健康保険特別会計予算でございま
す。歳入歳出の総額を６億９，０９８万円とするものでございます。一時借入金は
４，０００万円でございます。予算の流用につきましても、過不足が生じた場合、款内で
のこれらの経費の流用をお願いをするものでございます。
　続きまして、議案第３３号、平成３０年度日南町簡易水道事業特別会計予算でありま
す。歳入歳出総額それぞれ２億７，３６８万円とするものでございます。地方債をお願い
するものでございます。
　続きまして、議案第３４号、平成３０年度日南町農業集落排水事業特別会計予算でござ
います。歳入歳出それぞれ２億９７４万７，０００円とするものでございます。地方債に
ついてもお願いするものでございます。
　続きまして、議案第３５号、平成３０年度日南町介護保険特別会計予算でございます。
歳入歳出の総額をそれぞれ１０億２，３０９万６，０００円とするものでございます。一
時借入金を４，０００万円とするものでございます。また、予算の流用についてもお願い
をするものです。
　続きまして、議案第３６号、平成３０年度日南町介護サービス事業特別会計予算でござ
います。総額をそれぞれ９，１６２万５，０００円とするものであります。地方債につい
てもお願いをするものでございます。
　続きまして、議案第３７号、平成３０年度日南町後期高齢者医療特別会計予算でござい
ます。歳入歳出の総額をそれぞれ９，７４１万７，０００円とするものでございます。
　続きまして、議案第３８号、平成３０年度日南町再生可能エネルギー発電事業特別会計
予算でございます。総額を３，９０７万２，０００円とするものでございます。地方債に
つきましてもお願いをするものでございます。
　続きまして、議案第３９号、平成３０年度日南町病院事業会計予算でございます。業務
の予定量といたしまして、現在、病床数が９９床、年間の患者数が、入院が１万
５，０００人、外来が２万７，３６０人、１日平均、入院が４１．１人、外来が１４０人
を計画するものです。主要な建設改良事業といたしまして、病院施設の事業費として
６３４万３，０００円、有形固定資産の購入費として１，８２７万円を予定するものでご
ざいます。詳しくはまた病院事業管理者のほうから説明をさせますが、企業債につきまし
てもお願いをいたしますし、一時借入金につきましては２，０００万をお願いをするもの
でございます。また、議会の議決を経なければ流用することができない経費については、
職員給与費が７億６，１３９万２，０００円、公債費が８０万円でございます。棚卸資産
の購入限度額が９，８５８万３，０００円とするものでございます。重要な資産の取得及
び処分につきましては、取得する資産といたしまして細菌検査システム一式を購入を予定
をしております。また詳しくは予算説明附属資料でごらんをいただきたいというふうに思
っております。
　以上、新年度予算につきまして、御審議を賜りたいと思っております。
○議長（村上　正広君）タブレットの平成３０年度当初予算参考資料ファイルをお開きい
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ただきたいと思います。
　中村副町長。
○副町長（中村　英明君）平成３０年度の当初予算につきましての説明のほうの概要を私
のほうで説明させていただきたいと思います。
　予算につきましては、昨年の１１月に説明会を設けて予算づくりにスタートを切ってお
ります。基本的な方針としまして、重点施策としまして４つほど上げております。仕事を
つくり安心して働けるまちづくり、２番目として、日南町への移住定住を促進させる、３
番目、結婚、出産、子育ての希望を実現させる、４番目として、安心して暮らし続けられ
る地域づくりという重点施策をテーマに予算反映をしております。それに加えまして、監
査委員さんあるいは議会からの予算決算の審査の意見書等をいただいておりますので、そ
ういったところも検討を入れ、かつ町長の示達事項も含めまして、予算編成をしたところ
であります。
　そうしますと、参考資料に沿って説明をさせていただきたいというふうに思っておりま
す。基本的に町長のほうで施政方針の方針で大きなところは伝えてありますので、私のほ
うではちょっとかいつまんで、この参考資料を参考に御説明をさせていただきたいと思い
ます。
　３ページ目に予算総額の一覧というのをつけさせていただいております。一般会計が
６４億８９６万３，０００円ということで、前年３億４，４４７万３，０００円の減の一
般会計予算であります。特別会計が８つの会計がありますので、総合計、一般会計を含め
まして、総合計が一番下の下段になりますけれども、１００億７，６００万、マイナスの
４億８，９３５万６，０００円ですけれども、対前年マイナス４．６％の予算とさせてい
ただいておるところの提案の内容です。
　続きまして、次のページ、４ページですが、歳入についての区分ごとのそれぞれの比較
表及び３０年度の当初予算額を載せてあるところであります。町税につきましては、数字
につきましては、３０年度につきましての額で御説明と、増減につきましては２９年度の
当初の予算についての比較の数字で述べさせていただきたいというふうに思います。
　町税につきましては、４億３，２９３万２，０００円ということで、マイナスではあり
ますが、１，６００万余りを減じた数字で予定をさせていただいてるところであります。
理由としましては、人口減というところもありますし、少し所得割の減額が見込めるとい
うこと、町民税の均等割はふえておりますけど、法人税割のほうが減額のほうを見込んで
るということで、そういう内容とさせていただいております。次に、３番目の地方交付税
ですが、２８億５，０００万ということで、普通交付税のほうで１億円減を見込んだ形で
の予算化をさせていただいております。特別交付税につきましては、昨年と同様の３億
５，０００万円を予定をしてるところであります。町債のほうですけれども、本年度は
１０億２，９５１万９，０００円ということで、昨年よりもマイナス４億１，６００万円
余りを減額しておるところであります。その他という内訳もありますが、ちょっと割愛を
させていただきまして、下のほうに合計の下に自主財源というふうに記入があるというふ
うに思っておりますが、自主財源のほうは１０億５，０３４万３，０００円ということ
で、全体の１６．４％ということであります。昨年からいきますと６，８９２万円ほど増
額になっておりますが、そういった自主財源の収入構成であります。
　次に、歳出のほうですが、一つ飛ばしていただきまして、６ページに歳出のほうの性質
別というところがあるというふうに思っております。そこのほうで御説明をさせていただ
きたいと思います。最初に人件費ですが、８億１，７８６万２，０００円ということで、
昨年よりも３，１００万円余り増額をさせていただいております。４月には若干の新規採
用職員が見込めるということも含めまして、そういった数字を計上させていただいておる
ところであります。公債費ですが、５億９，４００万円余りですが、昨年よりも
３，０００万の減ということであります。償還金が減ってきてるということでありますの
で、昨年よりも３，０００万減であります。それと普通建設事業ですが、１４億
５，０００万余りであります。昨年よりも３億２，６００万減でありますが、昨年度は日
南町の体育館の改築工事の大規模なものがありましたので、そういったところの減が要因
が大きいというふうに思っております。それと、その他もありますが、下のほうの義務的
経費、投資的経費のところで説明をさせていただきたいと思います。義務的経費ですが、
１７億８，４７７万６，０００円ということで、昨年よりも３，１００万円余り減であり
ます。投資的経費につきましては、１４億５，９００万余りでありますので、昨年よりも
３億２，６００万ぐらい減ってるということで、全体的には投資的経費は減ってるという
数字になっております。
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　次の説明ですが、少し飛ばしていただきまして、９ページ、歳入歳出それぞれ事業内容
ごとに、昨年の当初予算ベースと本年度の予算の比較ということで載っておりますので、
ちょっとかいつまんで申し上げたいというふうに思います。先ほど申し上げましたので、
真ん中のほうよりちょっと上で、国庫支出金のほうですけれども、臨時福祉給付金の事業
内容でありますが、２９年で終了しますので３０年はゼロということで、皆減になってお
ります。数字上は２，３００万余りの減額であります。それと道路維持改良事業ですが、
１億２，６００万を見込んでおりまして、昨年よりも１，４００万ぐらい減っておるとこ
であります。事業の減ということで御理解いただければと思います。それと、その下が林
業成長産業モデル事業ということで、１億９３７万５，０００円ということで、皆増であ
ります。県のほうですが、県支出金のほうですが、真ん中のほうに国土調査補助金という
ことで、１億８５１万円余です。昨年より１，１００万円ぐらい減ですが、対象事業費の
減ということで、若干の減額を見込ませていただいてるところであります。少し下がりま
して、森林保全の整備補助ということで、町造林の作業事業費の増ということでありまし
て、本年度は３，９００万円余りを県の支出金を見込んでおるところであります。それと
間伐持ち出しですが、１，２４２万ということで、昨年よりも５９７万円の増ということ
で、単価につきましては２，８００円の積算で、事業量の増ということを見込んでおるた
めであります。続きまして、下がって下がって、繰入金のほうですが、財政調整基金とい
うことで７，４００万を見込んでおるところです。昨年よりも４，２００万増ということ
で、財源不足の繰入金に伴う基金を投入をしたいという予定の予算化になっておるとこで
あります。それと最後ですが、地域医療総合確保基金ということで皆増でありますが、
６，３１６万円を予定をしておるとこであります。一番下の町債ですが、緊急防災の減災
事業債ということで、本年度は３億５，７１０万円を見込んでおりまして、昨年よりも３
億７，２６０万減でありますが、社会体育館改築事業費の皆減、あるいはデジタル無線の
整備の増での数字を予定をしてるところであります。それと過疎債ですが、ハード部分が
約４億円、ソフト事業につきましては１億５，３００万を予定をしておるところでありま
す。
　以上が歳入につきましての御説明とさせていただきます。
　次、１０ページですが、目的別ということで歳出のほうですけれども、総務費のほうで
すが、県知事、県議選ということで２９７万５，０００円を皆増しております。来年の選
挙に向けての準備期間中の費用ということであります。それと、中心地域整備事業ですけ
れども、商工総務のほうへ組み替えをしておりますので、ここではゼロということで皆減
という形をとらせていただいてるとこであります。それと、タウンズネット管理というこ
とで、１億６５０万７，０００円ということで、ＦＴＴＨ化事業の増ということが内容で
あります。
　それと、衛生費のほうですが、新エネルギーということで、ことしの場合は新エネルギ
ー推進事業ということで８００万を見込んでおりまして、石見の小水力発電所の改修工事
の減が理由であります。それと、し尿・浄化槽の汚泥処理ですが、２，５６１万
１，０００円ということで、三町衛生負担金のほうが施設工事に係るものですが、それが
皆減になったということで、通常の、通常といいますか、それまでの通常の金額になった
ということで御理解いただければというふうに思います。
　農林水産業費ですが、２１世紀の水田対策ですが、今年度は４，９００万余りを、
１，０００万余り増ですが、がんばる農家プランだとか意欲ある農業の補助金の増を見込
んであるとこでありますし、それと、旨い野菜の里づくりということで、１，１００万円
の増を今年度は見込んで、５，３００万余りを予定をさせていただいてるということであ
ります。
　商工費ですが、商工総務一般の管理事務ですが、先ほども総務のほうで申し上げました
が、中心地域の事業の統合による増ということで、こちらのほうに予算のほうは組み替え
をさせていただいておるとこであります。
　土木費ですが、道路新設ということで、１億１，５００万円余りを予算化しておるとこ
であります。昨年よりも約２，０００万増の見込みをしておるところであります。
　消防費ですが、消防施設整備管理ということで１億５，２００万を見込んでおります。
本年度は山上の消防団の機庫あるいは消防車両の整備をする予定にしております。可搬ポ
ンプは２台を予定をしておるところであります。
　教育費ですが、文化センターの管理ということで約２，０００万ぐらい減になっており
ます。工事の関係が終わったということで御理解いただければというふうに思っておりま
す。
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　歳出につきましては以上であります。
　飛んでいただきまして、１３ページのほうに交付税と町債の残高の推移の表を載せさせ
ていただいております。グラフもつけておりますのでわかりやすいかなというふうに思っ
ておりますけども、町債残高が少し上がりつつあるということであります。７２億
８，０００万円が３０年度の残の、年度末の見込みということの数字を予定をしておると
こであります。下のほうが基金残高でありまして、若干２９から３０は減っておりはしま
すけれども、５５億５，３００万を最終的な基金残高の見込みとしておるところでありま
す。詳しくは１４ページに基金状況については載せておりますので、ごらんをいただけれ
ばというふうに思います。
　それ以降、１５ページ以降につきましては、普通建設の一覧表、ソフト事業の一覧表を
載せておりますので、ごらんいただければというふうに思っております。
　早口で大変申しわけありませんでしたけれども、以上で簡単ですが説明を終わらせたい
と思います。
○議長（村上　正広君）５時になりましたけども、このまま会議を継続いたしたいと思い
ますので、御理解をいただきたいと思います。
　次に、ペーパーの平成３０年度当初予算の説明補足資料をお開きいただきたいと思いま
す。よろしいでしょうか。
　高見総務課長、新規事業の説明をお願いいたします。
○総務課長（高見　正司君）それでは、議員の皆様方には、紙ベースでお渡ししておりま
す補足資料のほうでごらんいただければと思います。一番終わりのほう、１５８ページか
ら新規事業等についての説明資料を掲載しております。その中で重立ったものを説明させ
ていただきます。
　１５９ページをお開きください。まず、デジタル防災行政無線の施工管理と整備工事に
ついて説明差し上げます。事業費は３億２，５４０万７，０００円、うち緊防債が３億
２，５４０万ということで、これにつきましては、現在の防災無線がアナログ形式で１４
年が経過しておりますし、いろいろと聞こえないというような声が地域のほうからも上が
っておりますし、それとあと、平成３４年度中には現在のアナログ方式が使えなくなると
いうことで……（発言する者あり）紙ベースで済みません、重立ったものをその中で紹介
させてください。１５９ページを再度ごらんください。今のアナログ波が使えなくなると
いうことで、そのために、設備の老朽化も含めまして、デジタル波に更新をするというこ
とで、平成３０年度の中身につきましては、施工管理業務と整備工事費でございます。内
容的には、本部の機器類、中継局の更新ということになっております。
　続きまして、ちょっとページ数が飛びますけども、１６１ページをごらんください。企
画一般管理の中の外国人材交流派遣事業でございます。事業費が２４９万１，０００円で
す。目的のところに書いてありますが、特に医療・福祉現場で不足する人材確保の一方策
として、鳥取県と関係の深いモンゴルの日本語学校の卒業生を受け入れるために、パイロ
ット事業として取り組むということでございます。内容的には、３０年度におきまして包
括協定を行ったり、モンゴルの日本語学校生との交流、あるいは親善協会との連携事業を
行うようにしております。また、町内企業の外国人受け入れの意向の確認もしていきたい
というぐあいに思っております。
　それでは、続きまして、翌１６２ページです。タウンズネット管理運営事務の中の
ＣＡＴＶ施設のＦＴＴＨ化ということで、ケーブルのほうのつけかえということでござい
ますが、町長のほうも施政方針で述べたように、さらに質の高い情報伝達ということで、
家庭まで光ファイバーケーブルをつなぎ込むというようなことで、速度を速くしたり、そ
れと、ノイズあたりもこれでクリアになるということですし、これからいろいろとまた今
後、住民の方々への利便性もこれで図っていくという取り組みでございまして、これも
３０年度につきましては、３，３１５万６，０００円をかけて調査設計を行います。実際
の工事につきましては、平成３１年度と３２年度を予定しております。
　また１枚はぐっていただきまして、１６３ページの福栄コミュニティセンター建設事業
でございます。事業費は１億円です。築４０年経過した旧福栄地域振興センターの建物、
今年度もう既に解体は行っておりますけども、３０年度に新築を予定しております。規模
的には木造平家建て３７０平米を予定しております。
　続きまして、ちょっと飛びますけども、１６７ページをお開きください。介護保険事業
におきます介護福祉人材支度金貸与事業でございます。介護保険に係る事業所に就職され
る介護職員、看護師、リハ職等の職員を確保するために、具体的には福祉会の職員の内定
者で町内に居住する人のうち、希望する方に１００万円の支度金を貸与し、４年間勤務す
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れば返還免除ということで、平成３０年度の予算措置としては１００万円の５人分という
ことで５００万円を計上させていただいております。
　それでは、これが新規予算の一番最後のページになりますが、１７１ページをお開きく
ださい。人材育成事業の中で。教育委員会のほうですけど、高等学校等通学費等助成事業
でございます。予算額５１０万円、財源は過疎のソフトを活用するように考えておりま
す。現在、高校に通っていらっしゃる生徒数が、３０年度の見込みが１０２名ということ
で、卒業までの３年限度で２分の１の補助率で年間上限５万円を支給するものでございま
す。ということで、５万円掛ける１０２名ということで５１０万円という予算を計上し
て、高等学校等の教育に係る経済的負担の軽減も図るし、教育の機会均等に寄与するとい
うことを目指して予算計上をしております。
　以上、重立ったものですけども、新規事業についての説明といたします。
○議長（村上　正広君）次に、タブレット、平成３０年当初予算書ファイル、２０５ペー
ジをお開きいただきたいと思います。いいですか。
　中曽病院事業管理者、病院予算説明をお願いいたします。
○病院事業管理者（中曽　森政君）そうしますと、３０年度病院予算について説明申し上
げます。
　冒頭、お断りですが、町長のほうから予算第２条の入院患者数について、１万
５，０００人という推計を言っていただきましたが、十分に伝えておりませんで、訂正が
あります。年間１万８，４００人ということで御了承願いたいと思います。あわせて、１
日当たりの入院患者数は５０．４人ということでございます。補足して説明しておきます
が、これは病院と介護療養型の入所施設の入院の患者数を上げております。実際には、居
宅サービスに分類されますショートステイが上乗せになります。ショートステイとすれ
ば、実質１日当たり１３人見込んでおりますので、９９床のうちの６３．４人ですか、が
実際の日南病院のベッドを利用する１日平均患者数ということになります。外来のほうは
２万７，３６０人で、これは外来診療日１日当たり、月曜日から金曜日までの１日当たり
１１４人ということで見込んでおるところでございます。
　町長説明と重複を避けたいと思いますので、タブレット２３０ページの予算の見積書を
ごらんいただきたいと思います。
　まず、経営に係る収益ですが、入院収益が前年度比で２，７２９万４，０００円の減
少、外来収益が１７３万２，０００円の減少。
　２ページ飛んで、２３２ページになりますが、介護の関係になります。介護給付収益が
１，１６６万円の増加、介護予防給付費、要支援の関係ですが、これが１４３万
１，０００円の減少となります。
　それで、経営以外の一般会計からの繰入金の関係ですが、これは医業収益に係る他会計
負担金、それから医業外収益に係る他会計負担金、２カ所あらわれております。合計した
ところで、対前年度比で４，０８２万９，０００円の増加になっております。この財源と
して、昨年１２月議会で御承認いただきました８億円の地域医療総合確保基金８億円のう
ちから、平成３０年度において一般会計のほうで６，３１６万円を取り崩していただいて
おるという形になっております。
　タブレット２３４ページをお願いいたします。費用の関係でございますが、給与費は対
前年度３，３３６万３，０００円の増加で、介護福祉費等の人材確保対策によるものが大
半です。次の材料費以降はそう大きな変動はありませんが、減価償却費については、管工
事等々の設備関係の耐用年数が終了しまして、９１２万５，０００円の減少ということに
なっております。
　タブレット２３８ページ以降の資本的収支予算についてですが、屋上防水工事などの施
設改良費に６３４万３，０００円、医療機器購入費に１，９８９万２，０００円を計上
し、収支不足額１億８２３万４，０００円を過年度分留保資金で補填するという予算にし
ておるところでございます。
　以上、説明を終わりますので、よろしく御審議をお願いいたします。
○議長（村上　正広君）以上で提案説明を終了いたします。
　お諮りいたします。ただいま議題となっています議案第３１号から議案第３９号までの
９議案は、審議の都合により、本日は提案説明までにとどめたいと思いますが、これに御
異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、議案第３１号から議案第３９号
までの９議案は、本日は提案説明までにとどめることに決定をいたしました。
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　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）お諮りいたします。各議案とも熟読していただくため、本日は以
上をもって会議を閉じ、散会にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって会議を閉
じ、散会とすることに決定をいたしました。
　ついては、３月５日の本会議は別に通知をいたしませんので、定刻までに御参集いただ
きますようにお願いをいたします。長時間お疲れさまでございました。
　　　　　　　　　　　　　　午後５時１５分散会
　　　　───────────────────────────────
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